
経
濟
的
行
動
の
心
理
學
的
分
析
に
關
す
る

基
本
的
問
題
の
考
察

津

久

井

佐

喜

男

第 第 第 第
四 三 ニ ー
章 章 章 章 序

言経
濟
学
に
於
け
る
心
理
学
の
必
要
性

経
濟
学
に
就
い
て

心
理
学
に
就
い
て

過
去
経
験
と
期
待

序

口

b

1

、.噌
塁

。
げ
o
ご
σq
ざ
鑑

b
昌
鑑
脇
6

0
h
国
8

β
o
影
ざ

国
①
財
碧

一〇
同
、、
同
O
摯

の
著

者

Φ
●
員
暮
o
奉

は

ミ

シ
ガ

ン
大

学

の
経
濟

学
及

び

心

理

学

の
敷

授

で
あ

り
、

経

濟
分

析

及

び

経

濟
行

動

の
分
野

に
於

て
今

貯
行

は

れ

て
い
る
調
査

研

究

に
心

理
学

的

覗
角

か

ら
接

近

し
よ

う

と

の

経
濟
的
行
動

の
心
理
學
的
分
析

に
關
す

ろ
基
本
的
問
題

の
考
察
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、

2

商

學

討

究

第
四
巻

第
二
號

試

み
が
本
書
執
筆

の
主

要
契
機

で
あ
る
。
從

つ
て
蝕

に
於

て
は
、
潰
費
者

、
實
務
者

の
行
動

を
始

め
と
し

て
、

極
め
て
日
常
経
瞼

的
経
濟

事
象

を
中

心

に
、
そ
の
心
理
学
的
分
析

を
展
開

し

て
を

り
、
著
者

の
経
瞼

か
ら

ミ
シ
ガ

ン
大
学

の
心
理
学
的
経
濟
学
科

の
大
学
院

単
生
及

び
大

学
生

に
就

い
て
、
二
学
科

の
綜
合
的
観
黙

に
立

つ
敷
科
書
的
な

も
の
」
必
要
を
痛
感

し
て
ペ

ン
を
執

つ
た
も

の
で
あ
る
。
資

料
は

、ミ

シ
ガ

ン
大
単
附
屡

就
会

調
査

研
究
所

に
依

つ
て
實
施

さ
れ
た

、
各
專
門

単
科
別
学
者

に
よ
る
綜
合
研
究

に
動
員

さ
れ
た
著
者
が
、
非
常
な

廣
範
園

に
亘

る
實

務
者
及

び
消
費
者

の
實
験
的
調
査

に
携

つ
た
際

の
知
見

に
基
く
も

の
で
あ
る
。

Φ
・
国
暮
o
買
欝

は
心
理
学

に
關

し
て
は
、
所
謂

ゲ

シ
タ

ル
ト
心
理
学

の
創
始
者

で
あ

る

マ
ッ
ク

ス
・
ヴ

エ
ル
ト

ハ
イ

マ
ー
の
影
響

を
強
く

受

け
、
特

に
彼

の
思
考

心
理
学

に
依

つ
て
維
濟
的
行
動

分
析

の
鍵

を
與
え
ら
れ
た

こ
と
,
並

に
経
濟
攣
者

と
し

て
は
、
特

に

シ
カ
ゴ
大
学

の
維
濟
調

査

カ
ウ

ル
ズ
委
員
会
主
管

(
一
九
四

二
年
當

時
)

で
あ

る
ジ
ヤ

コ
ブ
・
マ
ー

シ

ェ
ク

蜜

8

び

冒
鴛
啓
舞

に
依

つ
て
多
く

の
示

唆
を
與
え
ら

れ
た

も
の
で
あ

る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。

從

つ
て
維
濟
的
行
動

の
心

理
学
的
分
析

に
於
け
る
心

理
学
上

の
立
脚
窯

は
ゲ

シ
タ

ル
ト
心

理
学
理
論

に
あ

る
。
本
書

に
展
開

さ
れ

る
行

動

理
論
の
心

理
学
的
根
擦

が
問
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す

れ
ば
、
其

れ
は
ゲ

シ
タ

ル
ト
心
理
学

の
原

理
的
問
題

に
論
及
さ
れ

る
こ
と

を
必
要
と
す

る
。
筆
者

本
來

の
意
圖

も
蚊

に
存
す

る
の
で
あ

る
が

、
取
敢

え
す
本
稿

に
於

て
は
、
著
者

Φ
●
国
暮
o
§

の
基
本
的
見
解
を

問

う

て
み
る
こ
と

瓦
す

る
。

本
書

の
構
成

は
次

の
様

で
あ

る
。

第

一
部

津

o
菖

。
目
・・

b
昌
動

日
o
o
冨

第

二

部

O
o
塗

昌
B
霞

】W
①
げ
碧

ご
N

第

三

部

冨
自
。・
ぽ

o
器

ヒ6
0
ぽ
碧

ご

同

第

四

部

男
霧
蔀

H
o
げ

岡
拝

審

琶

試
o
屋
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ら

3

第

五
部

届
$
①
霞
o
げ

目
o
夢
o
負
u。

從

つ
て
第

一
部

に
於

け
る
彼

の
問
題
意
識

の
在

り
方
及
び
其

の
探

り
上
げ
方

を
中

心

に
、
其

科
単
方

法
論
を
紹
介

槍
討

し

て
行

く

こ
と

玉
す

る
。

第

一
章

経
濟
學
に
於
け
る
心
理
學

の
必
要
性

維
濟
過
程
を
人
間

行
動

の
表

示
と
見

倣
す
現
代
心
理
学

の
覗
黙

か
ら
経
濟
的
行
動
を
分
析
し

て
行

こ
う
と
す
る
。
即
ち
溝
費

、
貯
蓄
、
投

資

、
償
格
設
定

、
生
産
高
決
定
等

の
研
究
は

、
学
習
、
思
考
、
投
票

な
ど

の
人
間

行
動

の
研
究
と
極

め

て
共
通
な
も

の
が

あ
る
。
全

ゆ
る

行
動
様
式
は
環
境

か
ら
齎

ら
さ
れ

る
が
、
人
間

は
自
働
機
械

の
様

に
軍

に
刺
戟

に
反
磨

す

る
丈

け
で
は
な

い
。
從

つ
て
客
観

的
環
境

に
關

す

る
知
識
は
必

要

で
は
あ

る
が
、
そ
れ
丈

け
で
充
分
で
は
な

い
。
入
間

の
態
度
、
動
機

、
關
係
枠
な

ど
が
、
行
動
と
同
様

に
環
境
知
畳

を

形
作

る
。
從

つ
て
経
濟

過
程
を

理
解
す

る
爲

に
は
、
行
動

の
表
示

と
同
様

に
、
主

膿

の
攣
敏
が
研
究

さ
れ
な
く

て
は
な
ら

な

い
。

経
濟
学
は
全
ゆ
る
肚
会
科
学

の
中

で
最

も
進
歩

し
た
竜

の
と

し
て
、
そ

の
獲
展

の
初
期

に
於

て
既

に
人
間
行
動

の
無
限

の
多
様
性
を
考

'
慮
す

る
こ
と
か
ら

生
ナ

る
錯

離
混
齪

し
た
思
考
方
法
を
屡
棄
し

て
、
抽
象
科
学

の
方
法
を
以

て
進
歩
し

て
來
た
か
も

し
れ
な

い
。
基
礎
攣

敏
を
分
離

し
て
、
そ

の
關
係

(
例
え
ぱ
所
得
と
浩
費
、
豫
算
と
債
格
攣
動
と

の
關

係
)

を
研
究

し

て
來
た
嫌

い
が

あ

る
。
然
し
乍
ら

そ

の

間

に
個
人
間

の
多
く

の
偏
差
を
見
落

し
て
い
な
か

つ
た

で
あ
ろ
う
か
。

我

々
が
人
間

行
動

及
び
決
定
形
成

の
心
理

学
的
分
析

に
注
意
を
梯
う
な
ら
ば
、

維
濟
過
程

の
理
解

の
仕
方

に
夫

々
差
異

の
あ
る
こ
と
を

示
し
得

る
。

経
濟
過

程
は
人

々
の
行
動

の
結

果
で
あ

る
し
、
異
種

の
行
動

型

に
よ

つ
て
影
響

を
受
け

て
い
る
。
・

心
理
学
は
、
経
濟
的
行
動

の
研
究

の
爲

め
の
充
分
な
概

念
用
語

と
ハ

方
弦
論
的
用
具
を
持
ち
合

せ
て
い
る
し
、
心

理
學
的
経
濟
学

の
研

経
濟
的
行
動
の
心
理
學
的
分
析
に
關
す
ろ
基
木
的
問
題

の
考
察
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4

商

學

討

究

第
四
巻

第
二
號

究
は

、
需
要
、
供
給

、
所
得
、
浩
費
等

に
關
す

る
傳
統
的
分
析

に
封

し

て
充
分
補
足
的
意
義
を
有

ち
得

る
と
思

は
れ

る
。

今
日
迄

の
経
濟
分
析

に
あ

つ
て
、
心
理
学

に
於

け
る
行
動

の
複
雑
な
洞

祭

に
關
す
る
理
論
は
、
そ
れ
程
援
用
さ
れ

て
來
な
か
つ
た

。
持

績

的
正
規
型
を
樹
立
し
よ
う
と
す

る
経
濟
学
的
研
究

に
あ

つ
て
は
、
心
理
学
的
攣
数

は
極
度

に
輩

純
化
さ
れ
、
不
當

に
無
硯
さ
れ
過
ぎ

て

來

た
傾
向
が
あ

る
。

即
ち
個
別
事
例

に
於

℃
看
取

さ
れ

る
正
規
型
か
ら

の
偏

差

は
、
亭
均
乃
至
長
期
的
な
も

の
に
於

て
抹

殺
さ
れ
、
其

は
懸

用
学

の
課
題

で

あ

る
と
想
定

さ
れ

て
來

た
様

に
思

は
れ

る
。
即

ち
人
間

は
機
械

的
に
行
動

す

る
も

の
で
あ
る
と

い
う
前
提

に
立

つ
て
研
究

さ
れ
る

の
が
常

態

で
あ

つ
た
。
然

し
乍

ら
人
間

が
維
濟
環
境

に
あ

つ
て
、
同

一
の
襲
展

段
階

に
は
恒
常

的

に
同

一
.反
慮
を

表
示
す

る
こ
と
が
可
能

で
あ

る

と
い
う
命
題
が
眞

な
ら

ば
、
人
間
的
要
因

が
経
濟
学

の
研
究
か

ら
全
く
排
除

さ
れ

る
と

い
こ
と
は
正

し
い
で
あ
ろ
う
。

人
間
が
自
働
槻
械

で
あ

る
な
ら

ば
、
從

つ
で
同

一
刺
戟

が
同

一
反
慮

を
惹

起
す

る
こ
と
が

】
般

で
あ

る
な
ら
ば
、

心
理
学
は
不
要
と
な

ろ
う
。
所
謂

機
械
論

的
心
理
学

に
絡

る

で
あ
ろ
う
。

経
濟
学
は
需

要
、
供
給

、
所

得
、
資
本

そ
れ
自
艦
を
問
題

と
す

る
こ
と

」
さ
れ
、
貨
幣
行
動
、
慣
格
行
動
は
恰

も
貨
幣
、
償
格
自
艦

が

嚢

展

に
影
響

を
持

つ
も

の
で
あ
り
、
所
有
者

、
決
定

者
と

し

て
の
人
間

で
は
な

い
か

の
如
く

し
て
研
究

さ
れ

る
。

例

え
ば

「
消
費

支
出
は
所

得

の
函

敏
で
あ
る
」
と

い
う
表
現
は
、
人
間
行
動
を
極
め

て
機
械
的
な

も

の
と
す

る
前
提

に
立

つ
て
い
る

。

此
事
は
泪
費
支
出
額
は
先
行
行
動

か
ら
決
定
、
豫
測
さ
れ
得

る
こ
と
を
示
す

。
同

一
所
得
條

件

の
下

に
あ

つ
て
は
、
同

一
比
率

の
浩
費

を

す

る
だ

ろ
う
か
ら

。
其

盧

に
包
含

さ
れ

る
人
間
行
動

の
分
析
は
不
要
と
な
り
、
人

々
の
學
作

の
棊
底
と
な

つ
て
い
る
動

機
、
態
度

の
考
究

は
全
く
余
計
な

こ
と

」
な
る
。

同
様

に

「
事
業
投
資
率

は
利
潤

の
函
敏

で
あ

る
。
」
と

い
う
表
現
も

、
利
潤
豫
想

は
先
行
利
潤

に
基
礎
附

け
ら
れ
、

又
は
其

に
よ

つ
て
決

定

さ
れ
る
と

い
う
同

一
前
提

に
立

つ
て
行
は
れ

る
の
で
あ
り
、
人
爲
的
條
件

は
排
除

さ
れ

て
了
う
。
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心
理
学
は
経
験
科
学

で
あ
る
β
從

つ
て
封

照
観
察

の
み
を
承

認
す

る
。
人
間

性

の

一
般
法
則
よ
り
も
寧

ろ
特

殊
條

件
と
特
殊
行
動
型

の

間

の
關
係
定
立
を
目
的
と

し
て
い
る

。
即
ち
行
動

の
可
塑
性
及

び
可
攣
性

に
就

い
て
心
理
学
は
、
そ

の
恒
常
的
相
關

を
断
定
す

る
様
な
廣

義

の

一
般
化

に
劉

し

て
は
極

め
て
懐
疑
的

で
あ

る
。
近
時
少
敢

の
経

濟
学
者

は
現
代
心
理
学

の
此
基
本
原
則
を
正
當

に
認
識
評
償
す

る
様

に
な

つ
た
が
、
蝕

に
於

て
改

め
て
心
理
学
と
経
濟
学

の
間

の
問
題

に
就

い

て
、
浩
費
者
、
實
務
者

、
政
策
立
案
者
と
し

て
経
濟
的
決
定
を

下
す
場

合

に
實
際

に
生
す

る
問
題
を
究
明
し

て
み
ょ
う
。
先
す

経
濟
生
活

の

一
般
的
複
合
條
件

が

分

析

の

出
襲
黙
と

し
て
取
學
げ
ら

れ

る
。
最

初
に
観
念
的
條
件
を
設
定
し

て
、

次

に
現
實
的
條

件
に
近
附

こ
う
と
す

る
方
法

は
屡
棄

さ
れ
な

く

て
は
な
ら
な

い
。
研
究

は
個
別

の
経
濟
選
鐸

に
關
す

る
原
子
論
的
考
察
か
ら

個
人
と
集
團
と

の
關
係
及
び
集
團
行
動

の
考
察

に
置
換

さ
る
べ
き
で
あ

る
。
其

基
本
的
態
度

は
、

「
異

る
人

々
の
集
團

、
異

る
條
件

の
下

に
於

て
、
如
何
な

る
種
類

σ
行
動
及
び
決
定

が
な

さ
れ

る
か

」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
生

産

、
購
買

、
販
費
、
償
格
設
定

、
投
資
及
び
貯
蓄
な

ど
は
其

の
後

に
於

て
初
め

て
分
析

さ
る
可
き
も

の
で
あ

る
。
決
定
形
成

の
諸
條
件
は

へ

も

ヘ

へ

た

外
的
事
件
と
心
理
学
的
事
態

の
双
方
を
含
む
。
よ
り
正
確

に
は
、
人
乃
至
集
團

の
心
理
学
的
場
が
決
定
を
形
作

る
。

斯
様

に
し

て
経
濟
過
程

の
心
理
学
的
研
究

は
、
人
間

の
決
定
及
び

一
般
的

に
人
間

の
行
動

は
法
則

に
よ
り
支
配

さ
れ

て
い
る
と

い
う
意

味

で
可
能

で
あ
る
。
其

は
任
意

で
も
な

け
れ
ば
豫
測
不

可
能
な
も

の
で
も
亦
不
確

定
な
も

の
で
も
な

い
。

人
間

は
外
界

の
諸
力

に
よ

つ
て
推
進
さ
れ
る
操
り
人
形

で
は
な

い
し
、
そ

の
選
揮

の
自
由

こ
そ
科
学

的

分

析

の
主
題
た

り
う

る
。
知

畳

、
動
機

、
態
度

の
差
異

は
測
定

可
能

で
あ

る
し
、
原
因
子
に
關
係
附

け
ら

れ
る
も

の
で
あ

る
。

5

心
理
学
は
通
例

、
行
動

科
学
と
し

て
定
義

附
け
ら

れ
る
。
即

ち
知
畳

、
攣
脅

、
思
考
と

い
つ
た
心
的
行
動

の
研
究

の
み
な
ら
す
、
行
動

の
異

種
檬
式
を
齎

し
、
其

を
決
定
す

る
要
因

に
就

い
て
研
究
を
進

め
る
。
人
間
行
動
は
豊
富

で
、

多
く

の
異
れ

る
表
示
を
有
す

る
か
ら
常

に
特

殊
條

件

の
下
で
研
究
さ
れ
な
く

て
は
な
ら
な

い
。
学
習
、
思
考
、
目
標
探
策
行
動

の
法
則

と
條

件
と

の
間

に
は
非
常

に
火

き
な
開

き

纏
濟
的
行
動
の
心
理
學
的
分
析
に
關
寸
る
基
本
的
問
題
の
考
察
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6

商

學

討

究

第
四
巻

第
二
號

が
あ

る
。
同
様

に
商
品
生
産
、
分
配

、
消

費
の
行
動

を
決
定
す

る
諸
條
件

と
法
則

と

の
間

に
も
間
隙

が
あ

る
。
此
間
隙

を
橋
渡

し
す

る
た

め

に
、
人
間

行
動

の

一
般

的
原
理
を
定

立
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
れ
丈
け

で
は
不
充
分

で
あ
り
、
経
濟
的
諸

事
實
を
知

る
丈

け

で
は
充
分

で
は
な

い
。
生

産
、
分
配
、
消
費
行
動

を
類
別
的

に
研
究
す

る
必
要
が
存

す
る
。

最
近

に
至
る
迄
、
購

買
、
販
費

、
投
資

、
生
産
据
大
な

ど

の
常

規
的
行
動

の
様
式

に
心
理
学
的
研
究
を
導
入
し
た
も

の
は
少
か

つ
た
。

動

機
、
習
慣
形
成
、
集
團
所
騰
性
な
ど

の
心
理
学
研
究

に
於

て
、
作
業
假
読
検

謹
の
爲
め

の
行
動

の
場

と
し
て
経
濟
的

事
態

が
無
硯

さ

れ

て
來
た

傾
向
も
亦
批

判

さ
れ
な
く

て
は
な
ら
な

い
。
消
費
者

の
財

取
得
の
動

機
、
消
費

、貯
蓄
慣

習

の
探
揮

、
噺
念

、
豫
測
形
成
及
び
其

作
用
な

ど
は
心
理
学
者

に
よ
る
特
殊
研
究
を
必
要
と
す

る
分
野

で
あ
ろ
う
。

心
理
学

は
人

女
が
或
條

件
下
で
探

る
で
あ
ろ
う
事
象
を
記
述
す

る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も

の
で
は
な

く
、
寧

ろ
其
様

な
條
件
下
で
、
何

故

に
其

檬

に
行
動

し
た
か
を
嚢
見

し
よ
5
と
す

る
も
の
で
あ

る
。
即

ち
行
動

を
齎

ら
す
動
機
と
か
、
力
を
研
究
し
読

明
し
よ
う
と
す

る
限

ダ
イ

ナ

ミ

ツ
ク

り
其

は
力

動

的

で
な

げ
れ
ば
な
ら
な

い
。
経
濟
学
研
究

に
於

て
心

理
学
を
必
要

と
す

る
根
撮

は
、
経
濟
行
爲
、
決
定
、
選
揮
な
ど
に
取

つ

て
重
要
な
経
濟
過
程

の
背
後

の
諸
力
を
見
出
し
、

こ
れ
を
科
学
的

に
分
析

す

る
こ
と

の
必
要
性

に
あ

る
。

髄

か
に
経
濟
学

と
心
理
学
の
爾
科

学

の
全
形
式

、
全
分
科

に
通
曉

す
る
こ
と
は
不
可
能

に
近

い
か
も
し
れ
な

い
が
、
科
学

の
傳
統
的
慣

。

習

と
し
て

の
夫

々
の
領
域

の
境
界

は
全
く
任
意

で
あ

る
か
ら
、
雨
科

単
領

域

の
異

れ
る
覗
黙

と
は
別

の
立
場
か
ら

、
経
濟
学
一
心
理
学

の

綜
合

研
究
が
爲
さ
れ
て
よ

い
だ
ろ
う
。
維
濟

心
理
学
と

い
う
特
殊
科
学

の
可
能

性
で
あ

る
。
斯
か

る
特
殊

化
は
経
験

的
態
度
、
即
ち
何
が

何
故

に
生
起
し
た

か
の
獲

見
可
能

性

え
の
確
信

と
現
實

の
嚢

展

に
關
す

る
経
験
的
態
度

を
含
む
も

の
で
な
く

て
は
な
ら
な

い
。
斯
く
し

て

維
濟

的
諸
問
題

の
心
理
学
的
覗
角
か

ら
の
採

り
上
げ
、
研
究
が
可
能
と
な

る
。

経
濟
的
行
動

の
心
理
学
的
分
析

及
び

エ
ゴ
ノ

メ
ト
リ
ツ
ク
的
研
究
は
経
瞼

的

に
實
誰

さ
れ
得

る
命
題

の

一
般
的
定
立

、
卑
門
的

に
は
關

聯
攣

敏

の
籔
量

的
關
係

の
認
識
及

び
測
定
を
目
的
と
す
る
。
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第
二
部

に
於

て
消

費
者

の
主
要
決
定
及

び
選
鐸

、
第

三
部

に
於

て
實
務
的
行
動

の
決
定
及

び
選
鐸

、
第

四
部

に
於

て
経
濟
愛
動

を

携
う

政
策

立
案
者

の
決
定

及
び
選
揮
を
取
扱

う
こ
と

に
よ

つ
て
、其

の
實

際
的

心
理
学
的

分
析
を
行

つ
て

い
る
。

こ
れ
に
よ

つ
て
も
判

る
様

に
、

本
書

に
於

て
は
、
榮
働
問
題
、
國
際
経
濟
問
題

に
關
す

る
心
理
学
的
分
析
は
取
除

か
れ
て
い
る
。

経
験
科

学
の
研
究
方
法

は

一
般

に
假
読

の
設
定
、
假

読

の
定
式

化
、
槍
謹
、
修
正
と

い
う
過

程
を
遅

々
と

し
て
歩
む
も

の
で
あ

る
。
從

つ
て
本
書

に
於

て
も
そ

の
研
究
は
何
等
組
織
的
艦
系
的
取
扱

い
が
見
ら
れ
な

い
が
、
特
殊
科
学
と
し

て
の
維
濟

心
理
学

の
学
問

的
簿
築

え

の
極

め
て
敏
少

い
試

み
の

一
つ
と

し
て
、
そ

の
艦
系
化
を
今
後

に
期
待

し
、
著

者

の
努
力
を
多

と
し
た

い
。

【参
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参

第

二
章

経
濟
學

に
就

い
て

7

経
験
的
微
硯
的

経
濟
学

経
濟

学
の
概
念
を
明
確

に
す

る
爲

に
四
段
階

に
分

け
て
考
察

を
進

め

て
行

く
。

ω

我

々
は
経
濟
過
程
を
、
そ
れ
が
特

殊
條
件

の
下

で
生
起
す

る
も

の
と
し
て
考
究
す

る
。

経
濟
的
行
動
の
心
理
學
的
分
析
に
闘
す
る
基
本
的
問
題

の
考
察

四

こ

の
こ
と

は
我

汝
が
猫
断

的
、
観
念

的
輕



8

商

學

討

究

第
四
巻

第
二
號

濟
学
に
は
關
知

し
な

い
こ
と
を
意
味
す

る
。
生
物
科
学
、
肚
会
科
学

は
人
間
性

の
取
扱

い
に
於

て
極
め

て
謙

慮
な
封
象
を
組
立

て
、
決
し

て
猫
断

的
人
間
行
動

の
法
則

を
定
立
し
よ

う
と
は
し
な

い
も

の
で
あ

る
。
如
何
な

る
特
殊
條

件
が
人
間

行
動

の
多
く

の
異

型
を
生
む
か
を

探
求
す

る
。
我

々
は
、
如
何
な

る
條
件
下

に
或
種

の
維
濟
的
行
動

が
、
如
何

な
る
條
件
下

に
他

の
経
濟
的
行
動

が

一
暦
生
起

し
易

い
か
を

探
求
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
経
濟
的
行
動

の
軍
な

る
観
察

に
基

く
経
験
的
獲
見

は
猫
噺
的
報
告
乃
至

は
推

理
に
絡

る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ

に
射

し
封

照
観
察
に
よ

つ
て
検
誰

、
修

正
さ
れ
た
假
読
か

ら
特
殊
條

件
と
特
殊
結
果

の
間

の
蓋
然
的
關
係

に
就

い
て
の

一
般
化
が
抽
出

さ

れ
る
。

全

ゆ

る
條

件

に
適
磨

さ
れ
、
そ

の
普
遍
愛

常
性
を
意
味
す
る
様
な
親

念
的
維
濟
学

の
諸
原

理
や
、
人
間

の
合

理
的
行
動
が
存
在

し
、
そ

れ
が
経
濟
分
析

の
テ
ー

マ
を
構
成
す

る
様
な
事

態
は
、
或
種

の
假
定
を
作
り
上
げ

そ
こ
か
ら
出
獲
す

る
こ
と

に
よ
る
も
・の
で
あ

る
。

我

々
は
、
異

れ
る
諸
反
鷹

の
記
述
、
分
類

に
當

つ
て
、
そ
れ
ら
を
抽
出
し
た
環
境

と
同
檬

に
、
如
何
な

る
意

味
に
於

て
或
種

の
行
動
が

「
合
理
的
」
と
稻
せ
ら
れ

る
か
を
寧

ろ
取
り
學

げ

て
行
く

べ
き
で
あ

ろ
う
。

即
ち
如
何
な

る
條
件
下

に
よ
り
多
く
、
乃
至

は
よ

り
少
く
合
理
的
行
動
が
生
起
す

る
か
を
問
題
と
す

べ
き
で
あ
る
。
斯
様

に
し

て
、
我

々
は
適
切

な
経
濟
的
行
動

と
不
適
切
な
そ
れ
と

の
差
別

の
必
要
性
や
、
経
濟
学
的
墜
敏

と
心
理
学
的
攣
数
乃
至
非
経
濟

学
的
攣
数
と

の
差

別

の
必
要
性

を
回
避
し
得

る
。

維
濟
過
程
は
其
全
量

が
全
期
間

に
關
係
す

る
條

件
下

で
屡

々
研
究

さ
れ
て
來
た
が
、

こ
れ
は
異
れ

る
時
期

に
關

聯
す

る
攣
数

を
導

入
す

る
こ
と

に
よ

つ
て
動
態

的
把
握

に
移
行
し

つ

」
あ

る
様

で
あ

る
。

ダ
イ
ナ
ミ
ツ
ク

然

し
我

々
は
力
動
的
と

い
う
言
葉

を
稽

々
異

つ
た
意

味
合
い
で
用

い
る
。
即
ち
心

理
学

に
於

て
は
、
何
故
其

の
人
間
が
其
檬

に
行
動

し

た
か
と

い
う
疑

問
を
探
り
上
げ
る
場
合

に
力
動
的

と
い
う
言
葉
を
持
ち
出
す

の
で
あ

る
。
行
動

の
動
機
、

一
般
的

に
は
行
動
を
結
果
し
、

親
明

し
、
其

攣
容
を
特
徴
附

け
る
諸
力
と

し
て
ゲ

シ
タ

ル
ト
心
理
学

に
於

て
用

い
る
。
要
す
る

に
経
濟
的
行
動

の
分
析

に
於

て
は
如
何
な
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●

9

る
條

件
下

に
、
何
故

に
先
行
事
態
が
後
期
行
動

に
影
響
す

る
か
を
質

し
て
行

か
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。
換
言
す
れ
ば
行
動
を
抽
出
す

る
諸

々
の
力
が
問
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と

」
な

る
。

図

維
濟

史

的
立
場

は
、
経
濟
心
理
学

の
研
究
領
域

か
ら

は
全
く
排
除

さ
れ
る
。
即
ち

現
在
探
ら
れ

る
其
髄
的
経
濟
的
行
動
が
問
は
れ

る

の
で
あ

る
。

矧

経

濟
過

程
を
人
間

の
決
定

に
よ
り
影
響
を
受
け
る
も

の
と
し

て
取
扱
う
。
即
ち
償
格
、
生
産
規
模

、
購
買
額

な
ど
は
非
人
格

的
要

因

に
ょ

ρ
て
設
定

さ
れ

る
と
假

定
し
な

い
で
、

こ
れ
ら

に
影
響
を
有
す

る
人
的
決
定

の
様
式
、
條
件
、
そ

の
限
界

を
確
定
し

よ
う
と
す

る

も

の
で
あ
る
。
自

己
調
飾
的
市
場

経
濟
は
人
的
決
定

の
任

意
性

の
最
も
少

い
、

一
つ
の
限
界
事
例

と
考

え
ら
れ

る
。

犀

Q
・週
9
H房
㊦
は
膿

制
化

さ
れ
な

い
生
産
者

と
購
買
者

か
ら
成
立
し

て
い
る
自
由
市
場

に
於
け
る
任
意
獲
生

の
自
働
慣
格

と
、
政
府
決

定

の
統
制

償
格

と
を
匿
別

し
て

い
る
が
、
此
外

に
販
費
者
が
其
製
品

の
橿
格

を
設
定
す
る
力

を
有
す

る
事
態
と
し
て

の
管
理

償
格
が
考
え

ら
れ

る
。
黄
勢
態

と
慣
格
間

の
恒
常

的
關
係

は
稀
れ

で
あ
り
、
自

己
調
節
的
市
場
は
襯
念
的
假
定

の
下

に

の
み
存
す

る
も

の
で
あ

る
。
鼓

に

於

て
販
費
者

の
償
格
設
定

の
條

件
及

び
限
界
が
研
究

さ
れ

る
必
要
性
が
あ

る
。

四

個

々
の
浩
費
者

と
商
杜

と

の
關
係

に
於

け
る
経
濟
過
程
を
研
究
す

る
。
合
計
資
料

は
微
覗
的
資

料

に
よ

つ
て
補
足
さ
れ
る
必
要

に

就

い
て
は
廣
く
承

認
さ
れ

て
い
る
。
合
計
的
、
互
覗
的
資

料

は
不
完

全
で
あ
る

の
み
な

ら
す
、
往

々
に
し
て
維
濟
過
程
や
事
態

の
誤
れ

る

設
明

に
導

く
。

微
視
的
経
濟
学

の
資

料
は
、
何

が
、
如
何
う
じ

て
起

つ
た
か

と

い
う
力
動

的
分
析

の
墓
礎

と
、
心
理

学
的
攣
数

と

の
銀
を
與
え

て
く
れ

る
。
我

々
の
目
的

は
行
動
ー

i
潰
費
者

、
實
務
者

の
決
定
及
び
行
爲
…

動
機

、
態
度
及
び
行
動

の
基
礎
と
な
り
そ
れ
を
決

定
す

る
諸
他

の
要
因

の
分
析

に
あ

る
。
成
員

が
全

て
主
鵬

的

に
同

一
事
態

に
在
り
、
同
様

の
反
慮

を

示
す
様
な
心
理
学
的
集
團
も
或
場
合

に
は
可
能

で

あ

ろ
う
が
、

こ
れ
は
最

初
か
ら
解

つ
て
い
る
繹

け
で
は
な

い
。
心
理
学
的
分
析

は
飽
く
迄
個
人
輩
位

で
實

施
さ
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

紹
濟
的
行
動
の
心
理
學
的
分
析
に
關
ず
る
基
索
的
問
題
の
考
察
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即
ち
個

々
人

の
決
定
形
成
は
其
異
同
、
集
團
要

因
と
個

人
要
因

と
を

決
め
る
爲

に
も

必
要

で
あ
り
、
個

人
の
心
理
学
的
資

料
と
経
濟

学
的

資

料
と
が
比
較

さ
れ
な
く

て
は
な
ら
な

い
。

q
o
。Ω
Φ
喝
げ

P
●
ω
o
げ
昌
巳
喝
①げ
霧

は

「
或
産
業

が

一
億

の
生
産

を
し
、

他

の
も

の
が

一
億

の
損
央
を

し
た

と
す

る
な
ら
ば

、
こ
れ
ら
爾
敦

字
は
加
算
し

て
も
零
と
は

な
ら
な

い
し
、
叉
此
事
態

に
よ
る
後
績

経
過

は
、爾
者

の
利
潤

が
零

で
あ

る
場
合

の
後
績

経
過

と
は
同
檬

で
は
な

を
　

い
で
あ

ろ
う
。
合
計

の
み
に
よ

る
理
論
が
誤
導

さ
れ

る
理
由

の

=
端

で
あ

る
。
」
と
述

べ

て
い
る
。

又
廣
般
な
指
標
乃
至
合
計

は
有
用
な
要
約

で
は

あ
ろ
う
が
・
そ
れ
が
形
成

さ
れ

る
過
程

に
就

い
て
は
何

も
言

え
な

い
。*
、

合
計
資
料
が
形
作
ら
れ

る
過
程
は
、
消
費
者
、
實
務
者

が
決
定

に
到
達

し
、
そ

の
最
終
結
果
が
静
態
的
綜
合

に
加
算

さ
れ
る
多
く

の
過

程
を
含

ん

で
い
る
。
此
等

の
決
定
形
成

の
分
析
は
其

の
置

か
れ

て
い
る
環
境

の
具
艦
的
水
準

に
於

て
の
み
行

は
れ
な
く

て
は
な
ら
な

い
。

微
覗
的
資

料
が
綜
合
資

料
を
補
足

し
、
且

つ
心
理

学
的
資
料
と
結
合

し

て
い
る
か
ど
う
か
と

い
う
問
題
が
問

は
れ

て
行

か
な
く

て
は
な
ら

な

い
。
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●

E

藪

法

則

E
敏

に
は
慣

性
が
あ

り
、
個
人
差
は
抹
殺

さ
れ
る
。
動
機

、
態
度

の
差
異
、
個

々
人

や
各
商

肚

の
差
異

的
行
動

の
自
由

さ
之
關

心
を
有

た

れ
す
無
硯

さ
れ
て
了

う
。
此
亘
数

の
正
規

性
は
個
別
事
例

に

一
般
的

で
あ

る
心
理
学
的
差
異

や
不
確
定
性
を
無
親
し
た
分
析

に
陥

り
易

い
。
此
様

な
課
題
か
ら
豫
測

に
就

い
て

の
特

殊
見
解
が
生
れ

て
く

る
。
即
ち
個
人

の
行
動

し
よ
う
と
す

る

こ
と

は
不
確
定

で
あ
り
、
多
数

人

の
行
動

し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
同

等
に
は
不
確

定
で
な

い
。
信
頼

的
豫
測

は
多
数

人

の
蓋
然
的
行
動

に
基

い
て
爲

さ
れ
得

る
が
、
少
鞍

人

の
夫
れ

に
基

い
て
は
爲
さ
れ
得
な

い
。
多
敏
人

に
關

し

て
は
過
去
關

係

が
繰
り
返

さ
れ
る
。

一
般

的

に
個

人
差
が
抹
殺

さ
れ
得
る
程
度

に
、
任
意

的
要
因

の
み
が
擾
大

さ
れ

て
を
る
な
ら

ば
、
且
籔
法
則

が
輕
濟
事
態

に
も
用

い
得



1

'
よ
う
。

多
く

の
家
族
、
工
場

に
於
け

る
決
定
が
猫

立
要
因

に
依
存
す

る
な

ら
ば
、
多
数

の
行
動

は
個
人

の
行
動

よ
り
も
確

定
的
で
あ
る
て

と

は
正

し
い
。
然

し
、
向

一
要
因
が
同
時

に
異

れ

る
方
向

に
多
敏

入

に
影
響
を
有
す

る
な

ら
ば
、
偏
差
が
問
題

と
さ
れ
な
く

て
は
な
ら

な

い
。
從

つ
て
亘
敏
法
則

の
適

用
は
、
個
別
事
例
研
究

の
後

に
、

こ
れ
を
等
質
集
團

に
挿
入
し
て
か
ら

の
こ
と

で
あ

る
。
多
数

の
決
定

及
び

行

爲
が
同

一
要
因

に
依
存

す

る
と
い
う

こ
と
は

、
異
論

に
樹
す

る
無

差
別
な
亘
敏
法
則
適
用

の

一
例

で
あ

る
。

個

人
の
行
爲

に
就

い
て
は
豫
測

の
基
礎

が
な

い
と
い
う
こ
と

は
正

し
く
な

い
。
少

敏
個
人

の
未
來
行
動

に
就

い
て
の
豫
測

は
決
し
て
確

實

で
は
な

い
だ
ろ
う
。
然

し
多
激
個
人

に
就

い
て
の
未
來
行
動

の
豫
測

よ
り
も
常

に
よ
り
不
確
實
で
あ

る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ

る
。

若
干

の
個
人

の
決
定

取
び
行
爲

に
影
響
を
有

つ
要
因

に
關

し
て
何
も
見
出
せ
な

い
と

し
た
な
ら
ば

、
亘
激
法
則

が
豫
測

の
唯

一
の
鍵

で

あ
ろ
う

。

微

覗
的
経
濟
分
析

の
目
的
は
個
別
事
例

の
記
述

で
は
な

い
か
ら
そ

の
資
料
は

「
分
布

」
と
し
て
表
示
さ
れ

る
。
綜
合
國
民
所
得
資

料
は

所
得
分
布

に
關

聯

し
た
裏
實

に
よ

つ
て
補

足

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

(
高
額

、
中
間

、
低
額
所
得
者

の
比
率
)

叉
所
得
攣

化

の
資

料
は
所

得
増
大
、
減
少
者

の
瀕
度

に
於

て
表

示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

(
高
額

、
申
間

、
低
額
所
得
集
團

の
内

に
於

て
)

こ
れ
ら
集
團

の
夫

々
は

多
く

の
側
別
事
例
か

ら
成

立
し

て
い
な
く

て
は
な
ら
な

い
し
、

多
け
れ
ば
多

い
程
良

い
こ
と

」
な

る
。

資

料
が
亘
硯
的
水
準

に
於

て
よ
り
も
寧

ろ
微
硯
的
水
準

に
於

て
占

め
ら
れ
て
を
れ
ば
、
個
別
事
例

の
分
析
不
充
分
や
等
質
集
團
と
考

え

た
も

の
え
の
非
任
意
的
要
因

の
包
含

の
誤

ち
を
避

け
る
機
会

は
多
い
。

翻
念
的
環
境
下

に
於

て
の
み
正
當

で
あ
る
様
な
掲
断
的
所
読

や

一
般
的
原

理
は
關
知
し
な

い
。
唯

々
異

れ
る
條

件
下

の
行
動

の
蓋
然
型

を
決
定

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

【
蓼
照
女
献
】

11

*
岡

固
・
O
・
2
8
冨
o
噌
中
剛8

尾
舞
宣
αq
言

"
b
o
ヨ
o
。箪
q

6
駐
●

経
濟
的
行
動
の
心
理
學
的
分
析
に
關
す
ろ
基
本
的
問
題
の
考
察

145



12

商

學

討

究

第

四

巻

第

二

號

*
N

旨
o
器

喜

}

Q自
o
冨

ヨ

需

8
『

"
円

ぼ

U
g

巴

⑦

亀

円
冨

目
謹
g

g

m

ら

直
ひ
・

℃
・
U
・

蒔
ω

b
『
9

霞

国
.
弱
ξ

霧

.

国
0
8

0
壼

3

即

畠

o
霞

9

磐

q

g

o

閑

⑦
図
昌
o
訟
碧

↓
ぽ

昌
犀
ぎ

αq

9

0
ロ
門

↓
一
ヨ

①
ψ

]
.逡

◎

頴

認

.

O
・

囚

9

0
ロ
僧

一

6
8

ε

ピ

江
0
5

9

℃
。・
署

げ
o
]o
σq
ざ
巴

自
鋒

騨

けo

南
8

昌
o
§

皆

》

昌
巴
嵩

院

H
O
夢
刈
.

(
}
o
ロ
旨

巴

o
h

魯

¢

〉

言

o
ユ
0
9
ロ

ω
臼

密

二
〇
巴

》
鴇
2

討

鑑
o
昌

く

。
い

禽

)

一)
・
H
H
.

ピ
O
坦
く
0
冨
ロ鷹
"

U

才
O
話

㎞h
特
僧
二
〇
ロ

O
馬

】
ロ
〈
O
も。
櫛
碁

O
ロ
冨

日
O
群
切
・

146

 

第

三
章

心
理
學
に
就

い
て

人
間
が
行

爲
し
、
思
考

し
、
感
畳

す

る
も

の
は
不
確
定

で
あ
り
、
非
豫
測
的

で
あ
り
、
法
則
的

に
は
決
定

さ
れ
な

い
と
す

る
な

ら
ば
、

心
理
学

は
科
学
と
し
て
存
立
不

可
能

で
あ

る
。
然

し
行
動

の
科
学
的
原

理
を
定
立

し
よ
う
と
す

る
心
理
学
は
既

に
諸
種

の
原
理
を
設
定
し

て
い
る
。
尤
も
此
等

の
諸
原
理

は
何
等
最
絡
的
な
も

の
で
は
な

い
。
全

て
の
科
学
は
成
長
獲
展

の
過
程

に
あ
る
。
心
理
学
派

の
夫

々
の
立

場

に
よ

つ
て
は
行
動
相

に
關
す

る
異

つ
た
原
理
を
有

し
、
場
合

に
よ

つ
て
は
封

照
的
な
見
解

を
認
め

る
場
合
も
あ
る
が
、
焚

展
途
上

に
あ

る
科
学

に
共
有

の
特
徴
と
思
は
れ

る
。
蝕

に
於

て
は
科

学
的
心
理
学

理
論

の
中
か

ら
経
濟

心
理
学
構
築

に
と
り
基

本
的
と
思

は
れ
る
も

の

の
み
取
學

げ

て
行
く

こ
と

・
す

る
。

部

分
と
全
膿

、
個
人
と
集
團
間

の
關
係

の
需
制

化

の
原

理
は

「
ゲ

シ
タ

ル
ト
心
理
学
」

の
立
場

に
立

つ
も

の
で
あ
る
が

,
経
濟
的
行
動

の
分
析

に
於

て
有

用
且

つ
實
効
あ

る
も

の
で
あ
る
か

ど
う
か

の
槍
誰
を
行

つ
て
み
る
こ
と

玉
す

る
。
以
下
其

の
主

要
特
徽
取
び
若
干

の
定

理
に
就

い

て
述

べ
て
行
く

。

0

基

本

的

原

理

■

●



!

塾

13

㎝

心
理
学
は
経
濟
科

学

で
あ

る
。
從

つ
て
そ

の
心
理
学
的
見
解
が
正

し
い
か
ど
う
か
を
確
立

し
う

る
唯

一
の
方
法

は
、
経
験

的
實
鐙

に
撮

ら
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
屡

々
正
し

い
決
定

は
経
験
的
研
究
が
不
全

の
爲
め
早
計

の
場
合
も
あ

る
が
、
原
則

的

に
は
斯
か

る
決
定

は

可
能

で
あ
る
。
維
験

的
確
鐙

を
容

れ
な

い
様
な
所
読

は
心
理
学

に
於

て
は
其

の
位
置

を
與

え
ら
れ
な

い
。
實
験

的
研
究

に
あ

つ
て
は
封
照

ア

コ

ム
チ

エ
ア

観
察

を
含
む
。
即
ち
安
樂
椅

子

の
思
想

や
常
識
的

に
信
ぜ
ら

れ
る
も

の
と
か
、
常
識

的
嘉
例

は
科

学
的
澄

擦
を
構
成

し
な

い
。
同

檬

に
偶

然
観
察

や

一
人

に
丈
け
可
能
な
観
察

は
排
除

さ
れ

る
。
野
照
観
察

、
實
験

に
あ

つ
て
は
そ

の
結
果

は
他

の
科
学
者

に
よ
り
照

合
す

る
こ
と

が
出

來

る
し
、
見
樹

け
は
異

つ
て
も
多
く

の
事
態

に

一
般
的
な
要
因

は
同

一
硯
出
來

る

の
で
あ

る
。

叉
實
験
的
研
究

に
於

て
は
、
假
論

を
照
合
襯
察

に
よ

つ
て
検
誰

し
、
観
察

の
基
礎

で
あ
る
新
假
論
若

く
は
攣
革

さ
れ
た

假

読

を

設
定

し
、
再

び
そ

れ
を
槍
謹

し
、
誰
明

し
て
行
く
虞

に
進
展

を
見

る

の
で
あ

る
。
假
読

は

一
組

の
襯
察
以
上

の
も

の
に
樹

し
て
姿
當

で
な
く

て

は
な
ら
な

い
。
叉
種

々
の
事
實

の
多
様

性

に
適

用
出
來
、
研
究
に
新

事
實
を
想
定
せ

し
め
る
様

な
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

図

心
理
学
的
分
析

は
亘
大
行
動

に
向

け
ら

れ
る
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。
生

理
学
乃

至
生

理
学
的

心
理
学
は

一
義
的

に
は
微
小
行
動

に

向

け
ら

れ
る
。
即
ち
筋
肉
牧
敷

、
肢
蓮
動

、
腺
分

泌
の
如
き
環

節

器

官

の
活
動
な
ど
で
あ

る
。
然

し
乍
ら
咳

を
し
た
り
、
噛

ん
・だ
り
、

嚥
下

し
た
り
、
焚
汗
し
た

り
す

る
活
動
は
微

覗
的
活
動

の
差
異

に
拘

ら
す
回
麟
的
類
同

が
見

ら
れ
る
行
動

の
亘
覗
的
軍
位

で
あ

る
。

私
が

ド

ア
の
左
側

の
机

に
向

つ
て
腰
掛
け

て
い
る
。

ベ
ル
が
鳴

る
。
ド
ア
を
開

け

に
立

ち
上
る
ρ

又
は
私
が

下

ア
の
右
側

に
立

つ
て
い
る
。

ベ
ル
が
鳴

る
。
向

き
を
攣

え
て
ド

ア
を
開

け

る
。

此
場
合
、
微

視
的
水
準

に
於

て
は
、
私

の
行
動

は
大

い
に
違

う
か
も

し
れ
な

い
。
異

る
筋

肉

の
部
位

と
運
動
が
含
ま
れ
、

一
方

の
場
合

は
左
手

で
ド

ア
を
開

け
、
他
方

は
右
手

に
依

る
か
も
し
れ
な

い
。
然

し
双
方

の
行
動

の
亘
覗

的
軍
位

は
同

一
で
あ

る
。

若

し

一
方

の
場
合
私
が
友
人
を

心
待

ち
し
、
他
方
が
不
快
な
訪
門
者
を
恐
れ
る
檬
な
場
合
な
ら
ば
、
行
動

の
E
幌
的
輩
位
も
異

つ
て
く

る
で
あ
ろ
う
。

纏
濟
的
行
動
の
心
理
學
的
分
析
に
關
す
る
基
本
的
問
題
の
考
察
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亘
大
行
動

の
概

念
は

微

小

行

動

を

無

覗

す

る
。
こ
れ
は
分
析

の
異
れ

る
水
準

に
立
つ
て
を

り
、
異
れ
る
目
的
を
も

つ
も

の
だ
か
ら

で

酩

あ

る
。

へ

も

も

、図

行
動

は
廣
義

の
可
塑

性

に
よ

つ
て
特

徴
附

け
ら

れ
よ
う
。
入
間
行
動
は
反
覆

的
で
は
な

い
。
同
じ

こ
と
を
二
回
行

う
場
合

は
最
初

ヘ

へ

も

へ

の
場
合
と

は
異

る
。
成
熟

と
学
脅

で
あ

る
。
E
覗
的
水
準

に
於

て
は
、
榊
経
生
理
学
的
構
造

に
よ
り
定
立

さ
れ
る
反
射
と
は
無
關
係

で
あ

る
。
此
構
造
自
禮

が
可
塑
的

で
あ
り
、
先
行
行
動

に
よ

つ
て
影
響
を
受

け
る
。

從

つ
て
心
理
学

の
中
心
課
題

は
行
動

の
鍵
容

で
あ

る
と
云
え
よ
う
。
廣
義

の
学
習
は
有
機
膿

の
基
本
的
特
徴

で
あ
る
。

一
度
行
ば

れ
た

.

こ
と
は
必
す

し
も
過
去

に
の
み
所
屡
し
、
喪
失

さ
れ

て
了

う
と
は
限

ら
な

い
。
現
在

の
行
動

に
影
響

を
及

ぼ
す
か
竜

し
れ
な

い
。

如
何
な

る
條

件
下
に
、
如
何
な

る
方
法

に
於

て
過
去
経
瞼
が
後
期
行
動

に
影
響
を
有

つ
か
は
、
心
理
学

の

重

要

な

課
題

の

一
つ
で
あ

る
。

'

髄
か

に
行
動

の
可
塑

性

に
は
限

界
が
あ
り
、
或
種

の
限

界
は
帥
経
生

理
学
的
構
造

か
ら
判

明
化
さ
れ
よ
う
が
、
蝕

に
於

て
取
扱
は
れ
る

心

理
学
的
分
析

に
於
て
は
行
動

に
及

ぼ
す
帥
経
生

理
学
的
構
造

の
影
響

は
無
覗
さ
れ
、
我

々
は
寧
ろ

「
よ
り
高
度

の
心
的
過
程

」
と
稻

さ

れ

る
も

の
を
取
墾
・げ

て
行
く

。

'

経
濟
的
行
動

の
分
析

に
あ

つ
て
は
ー

例

え
ば
購
買

、
販
費

、
償
格
附

け
、
生
産
な
ど

の
決
定
形
成
i

何
が
生
得
的
行
動

で
あ
り
、

何

が
獲
得
的
行

動

で
あ

る
か

の
疑
問
は
關
知

し
な

い
。
全
て
此
等

の
行
動
様
式
は
経
験

に
よ
り
襲
達

、
攣

化
す

る
と

い
う
意
味

に
於

て
学

習

さ
れ
た
行

動

で
あ
る
。
從

つ
て
可
塑
性
や
学
習

の
限

界

で
は
な
く

て
、
経
験
を
利
用
す
る
諸
攣
化

こ
そ
維
濟
的
行
動
分
析

の
主
要
箏
瓢

で
あ
る
。

四

心
理
学
的
分
析

に
は
媒
介
憂
数
を
用

い
る
。
或

種

の
調
査

に
於

て
は
、
そ
れ

は
事
態

の
完
全
な
記
録

と
そ
の
事
態

え

の
人
間

の
反

態

か
ら
成

立
し

て
い
る
と
解

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
事
態

や
反
慮

は
撮
影
器

、
録
音

器
や
同
種

の
器

具

に
よ
つ
て
記
録

さ
れ
る
か



0

15

も

し
れ
な

い
が
、
経
験

の
範
疇
丈

け
で
は
行
動

の
理
解
は
充
分
と

は
云
え
な

い
。
客
観
的
記
録

に
よ

つ
て
表

示
さ
れ
た
記
録
以
外

の
概
念

的
方
法
が
要
請

さ
れ

る
。
刺
戟

(
事
態

)
と
反
懸

の
間
が

一
封

一
的
相
關

で
あ
れ
ば
客
親
的
記
録

に
表

示
さ
れ
た
も

の

の
み
で
充
分

で
あ

ろ
う
が
、

行
動

の
可
塑
性

の
爲

に
同

じ
有
機
艦
は
常

に
同
様

の
方
法
を
以

て
同
事
態

に
反
慮
す
る

こ
と
は
期
待
出
來
な

い
。
刺
戟

は
行
動

の
機
会
を
設
定
し
、

反
懸

は
刺
戟
以
上

の
も

の
」
結
果

で
あ

る
。
そ

の
反
懸

か

ら
推
定

さ
れ
る
か
も
し

れ
な

い
或
物

が
有
機
艦

の
内
部

に

於

て
進
行
す

る
。

媒
介
攣
藪
は
塁
態
、
反
懸

を
記
録

し
、
行
動

の
論

明
に
假
定

さ
れ

る
所

の
直
接
観
察

さ
れ
得
な

い
要
因
乃

至
構
成
概
念
を

表
示
す

る
の

に
用

い
ら
れ
る
。

心
理
学
的
分
析

の
基
本
的
圖
式

は
、
事

態
1
ー

媒
介
攣
敷
ー
f

明
白

な
行
動

と
な

る
。

心
理
学
的
原

理
、
假
読

は
媒

介
攣

歎
を
用

い
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。
髄
制
、
召

性
、
動
機

、
態
度
な
ど

の

概

念

は

斯
檬

な
攣
数

で
あ

る
。…媒

介
攣
敏

は
心
理
学
的

分
析

に
と
つ
て
本
質
的
な
も

の
で
あ
り
、
此
を
欠
け
ば
行
動

の
記
述
が
不
完
全

と
な
り
、
そ

の
理
解
は
制
限

さ

れ
、
未
來
行
動

の
豫
測

は
不
正
確

と
な

る
。

場

内

の

膣

制

行
動

は
常

に
其

の
場

の
内

に
艦
制
化

さ
れ
る
。
艦
制
原
理

は
維
濟

的
行

動

の
心
理
学
的
分
析

に
關

す
る
基
本
的
問
題
を
明
確

に
す

る
の

に
役

立

つ
と
思
は
れ
る
。

環
境

を
輕
濟
過
程

に
關
聯
せ

し

め
な

い
で
、
環
境

の
知
畳

及
び
環
境

に
於
け
る
攣

化

の
知
畳

の
、
艦
制
化

さ
れ
た
行
動
と

の
關

係
を
研

究

し

て
ゆ
く

。
纏
濟
的
行
動
の
心
理
學
的
分
析
に
關
す
る
基
木
的
問
題
の
考
察

149



16

商

學

討

究

第
四
巻

第
二
號

艦
制
原
理

の
問
題
は
場

の
学
読
乃
至
は

ゲ

シ
タ

ル
ト
心
理
学

の
見
解

に
關
聯

し
て
く

る
。

心
理
学

に
於

て
は
、
同

一
事
態

に
當
面
し

て
い
る
二
人
の
人
間
を
想
定

し
た
場
合
、
彼
等

の

「
地

理

的

環

境
」

は
同

一
で
ね
る
と

云

う
。
然
し
彼

等

の
同

一
地
理
的
猿
境

え
の
反
懸

は
必
す
し
も

同

一
で
は
な

い
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
を
雨
人

の

「
行
動
的
環
境
」
が
同

一

で
は
な

い
と
云
う
。

即
ち
地
理
的
環
境
は
現
存

の
外
部
要
因

に
依

つ
て
表

示
さ
れ

る
。
行
動

的
環
境
は

二
人

の
人
聞
自
身

が
、
見

、
聞
き
、
嗅
ぎ
、
感
す

る

所

の
も

の
に
よ

つ
て
表
示
さ
れ
る
。
人

々
は
所
與
を
全

て
認
知
し
な

い
し

、
又
必
す
し
も
所
與

の
通
り

に
客
艘
を
認
知

し
な

い
。
知
畳

は

膣
制
化

さ
れ

て
を
り
、
人
間

が
知
畳

す

る
所

の
も

の
i

l
從

つ
て
彼

に
影

響
す

る
所

の
も

の
ー

1
は
、
彼

の
知
畳

膣
制

に
依
存
す

る
。

行
動
髄
制

と

同

様

に

知

畳

艦

制

は
統

一
さ
れ
た
全
艘

に
起
因
す

る
。
全

ゆ
る
項
乃
至
部
分
は
彼

の
所
屡

す

る
全
膣
に
依

つ
て
影
響

さ
れ
て
い
る
。
叉
全
艦

は
其

の
部
分

の
加
算
的
総
和

と
も
異

る
。

(
こ
の
こ
と
は
必
す
し
も

全
艦
は
其

部
分

の
総

和
以
上
の
も

の
で
あ
る

こ
と
を
意
味
す

る

の
で
は
な

い
。
)

一
項
乃
至

一
部
分

の
攣

化
は
、
全
膿

の
内

に
占
め
る
部
分

の
役
割

と
機
能

と

に
よ

つ
て
、
全
艦
若

く

は
他
項

叉
は
他
部

分
に
影
響

を
有
す

る
か
も
し

れ
な

い
。
影
響
を
有

た
な

い
か
も
し
れ
な

い
。

一
盟
制

は
構
造

を
有

し
、
屡

々
焦
鮎
叉
は
中

心
的
特
徴
を
有

し
、
其

全
膣

は
他

の
全
腱
か

ら
凝
離

さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。
廣
義

の
心
理

学
的
全
艦

は
行
動

の
場

に
よ
つ

て
表
示
さ
れ
る
。
場

の
内

に
位
置
を
占

め
る
行
動
は
場

に
ょ
り
影
響

を
受
け
、
逆

に
叉
場

に
影
響
を
與

え

る

。所
與
圖
形

の
膿
制
化

さ
れ
た

全
艦

は
背
景
及
び
我

々
の
知
鍋

に
呈
示

さ
れ

る
他

の
部
分
か

ら
凝
離

さ
れ

る
。
知
畳
艦
制
や
知
畳

さ
れ
た

境
界

の
彊
力
な

影
響
は
次

の
課
題
解
決

の
際
明
白
と
な

ろ
う
。

(
圖
I

a
)

の
九
鮎

の
各

々
を
横

切
る
四
本

の
直
線

を
、

ペ
ン
を
學
げ

な
い
で
而
も
同

一
顯
を

二
度
跡
附
け
な
い
様

に
し

て
描

こ
う

と
す

る
と
、
多
く

の
人

々
は

一
慮
其
解

決

に
難
澁

す

る
で
あ

ろ
う
。
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然
し
我

々
は
正
方
形

の
境
界
を
無
覗

し
、
圖
形

の
限
界
を
超

え

て
行

け

菅

-

.

・

・

ば
容

易

に
解
決
出
來

る
。

然
し
所
興

の
知
畳
髄

制
が
そ
れ
を
困
難
な

ら
し
め

る
の
で
あ
る
。

●

●

蓮
動
知
畳

は
更

に
我

々
が
艘
制
化

の
法
則

に
よ

つ

て
常

に
罷
制
化

さ
れ

た
全
燈
を
見

て
い
る

こ
と
を
明
か

に
す

る
。

も

(
圖
11

a

・
b

・
c

・
d

)

に
於

て
各

黙

は

最
初

に
見

え

る
小

さ
な

光

鮎

ヘ

へ

を
示
し
、
圓

は
鮎

に
よ

つ
て
示
さ
れ
る
光
が
滅

し
た
直
後

に
貼

ぜ
ら
れ
る
様
な

小
さ
な
光
黙
を
示

し
、

O

Ia

も

へ

 

圓
に
園
れ
た
各
鐵
は
全
實
験
期
間

O●

O■

の

0

11(

◎

○

○

(工Ib)

O○◎O

(∬G)

0◎

○

○

の

・

◎

口(

O

■

■

17

中
見

え
る
様

に
窯
ぜ
ら
れ

て
い
る
。

(
圖
11

α
)

に
於

て
は
我

々
は
」
本

の
線
分
を

先
す
見

る
。
而
る
後
そ
れ
が
右

え
蓮
動

す
る

の
が
見

え
る
。
蓮
動
が
知
畳

さ
れ
る
。

集
團
間

の
照
明

の
間

が
適
當

に
選
定

さ
れ

る
ご
と
を
要
す

る
。
)

紹
濟
的
行
動
の
心
理
學
的
分
析
に
關
す
る
基
本
的
問
題
の
考
察

(
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(
圖
11
b
)

に
於

て
は

一
線

が
要
歌

に
右

え
蓮
動
す

る
の
が
見

え
る
。

(
圖
11

G
)
に
於

て
は

一
線
が
左

か
ら
右

に
動

い
て
見

え
る
。
客
襯
的

に
黙

の
全

て
が
何

等
攣
化
し
な

い
の
に
、
蓮
動

が
線
分

の
全
鮎

に

於

て
認
め
ら
れ

る
。

(
圖
11
d

)
に
於

て
は
X

と
い
う
字

が
右

え
蓮
動
す

る

の
が
認

め
ら
れ

る
。

要
す

る
に
所
與

の
刺

戟
ー

環

境

の
客
槻
的
攣
化
ー

ー
と
そ
れ

に
基
因
す

る
知
畳

の
間

の

一
謝

一
的
封
懸
關

係
は
な

い
の
で
あ

る
。

各
部
分

の
役
割
と
機
能
は
全
事
態

に
よ

つ
て
決
定

さ
れ
る
。
此

理
論
は
或
結

果

の
意

昧

は
全
事
態

に
依
存
し
、
そ
こ
か
ら
抽
出

さ
れ
る

と

い
う

こ
と
に
よ

つ
て
援
充

さ
れ

、
此

の
心
理
学
的
見
解

は
所
與

の
所
得
乃
至
所
得
攣
化

の
意
味
を
論
議

す
る
際

に
活
用
さ
れ
う

る
。

又
思
考

や
問
題
解
決

は
知
畳
膣
制

、
知
畳

さ
れ
た
問
題
事
態

か
ら
出
嚢

し
、
事
態

の
再
盟
制
化
乃
至
再
擁
造
化

に
よ

つ
て
進
行
す

る
ち

の
で
あ
る
。

知
毘

の
再
構
造

化
を
決
定
し
た

全
事
態

は
可
覗
的
心
像

や
、
そ

の
型
以
上

の
も

の
を
含
ん

で
い
る
。
そ
れ
は
課
題
及
び
課
題
解

決
え
の

要

求
、
意
圖

か
ら
成
り
立

つ
て
い
る
。

課
題

に
直
面
し
た
人
間

の
心
理
学
的
場
は

一
つ
の
方
向
を
有

つ
て
い
る
。
人
間

は
何
等
か

の
方
法

に
よ

つ
て
動
機
附
け
ら
れ
、
場

の
力

は
彼
を
特
殊
艦
制

の
方
向

に
騙

り
立

て
る
。
動

機
、
態
度
、
情
念
な

ど
は
知
畳

的
部

分
と
同

様
な
方
法

に
於

て
場

(
全
事
態
)

の
各

部
分

で
あ

る
。
稀

に
は
特
定

の
心
理
学
的
事
態

に
於

て
は
、
動
機
、
態
度

が
本
質

的
役
割
を
果
さ
な

い
場
合
も

あ
る
。
然

し
通
例
、
動
機

、
態

度

は
場
の
禮
制

化
を
構
成
し
、

そ
れ
を
決
定
し
さ
え
も
す

る
。

た

へ

動
機
、
態
度

の
果
す

役
割
は
、
場

の
函
敏

で
あ

る
。
動
機

は
有
機
饅
を
或
方
向

に
、
或

目
的
乃
至
目
標

に
引
張
る
力

で
あ

る
。
態
度

は

或
事
態

に
賛
意

を
表
し
、
他

の
事
態

に
な
賛
意
を
表

さ
な

い
と

い
う

一
般

化
し
た
覗
黙

と
し
て
表
示
さ
れ

る
。
然
し
乍
ら
全
期
間

に
亘

る

知
畳
、
行
動

に
影
響
を
有

つ

一
般
的
覗
勲
は
、
我

々
に
賛
乃
至
否

の
影
響
を
與

之
る
様
な
特

性
を
必
要
と
し
な

い
。
こ
の
特

性
が
欠
け
、
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夢

も

へ

も

而

も
知
畳

、
認
知

の
文
脹

が
存

す
る
場
合

に
こ
れ
を
關
係
枠

(
關
係
系

)
と
欝

し

て
を
く
。

此
等
動
機
、
態
度

關

係
枠

は
環
境
認
知

の
膣
制
及
び
環
境

え
の
反
態

に
影
響

を
有

つ
。

人

間

活

動
は
場
の
内

に
於
け

る
反
懸

で
あ

り

、
決

し

て
刺

戟

に
樹
す
る
自
働
機
械
的
反
臨

で
は
な

い
。
媒

介
攣
数

の
影
響

に
よ
り
、

二
人
の
人
間

は
同

一
事
態

に
劉
し
異

り
た
方
法

で
、
若
く

は
異

つ
た
事
態

に
同

一
方
法
を
以

て
反
慮

す
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
あ

る
。

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

へ

維

濟
的
行
動

の
檬
な
複
合
的
心
理
学
的
過
程

の
分
析

に
於

て
は
、
欲
求
、
欲
望
、
緊
張
と

い
う
強
力
な
動
機
型
を

示
す

も

の
で
あ

る
。

或
行
動
が
食

に
封
す

る
欲
求

に
よ

つ
て
決
定

さ
れ
た

か
、
そ
れ
と
も
飢
餓

に
動
機

附
け
ら
れ
た
か
は
問
は
な

い
。
双
方
共
我

々
は
心
理

学
的
場

の
部
分
乃
至
場

の
力

に
起
因
す

る
も

の
と
し

て
取
扱

う
。
同
様

に
ド
ラ
ノ
・ヴ

に
就

い
て
云
う
場
合
も
場

の
力
が
意
味
さ
れ
る
。

19

個

人

と

集

團

「
肚
会
的
行
動

を
理
解
す

る
爲

に
は
、
個
人
生
活
と
集

團
生

活
の
双
方
を

一
貫

し
た
概
念
及
び
原

理
を
以

て
研
究
し
な
く

て
は
な
ら
な

興
2

い

。

」
心
理
学
的
過

程
は
個
人
に

の
み
生
起

し
、
集
團

に
は
生
起
し
な

い
。
個
人

の
行

爲
に
の
み
生
起
す

る
。
然

し
個
人

は
彼
が

一
集
團

の

一

員

で
あ

る
か
、
な

い
か
に
拘

り
な
く
、
全
く
同
様
な
方
法

で
思
考

し
た
り
、
行

爲
し
た
り
は
し
な

い
。
集
團

の
行

爲
ー
i

就
会

的
行
動
l

I

は
個
人
行
爲

と
は
異

る
か
も

し
れ
な

い
が
、
同

一
の
心
理
学

的
原

理
の
語

で
読

明
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
亦
可
能

で
あ
る
。

刺
戟

や
動

機
が
其

全
髄

、
場

の
部
分

で
あ

つ
た
様

に
、
個

人
は
彼

の
場
、
通
常

は
そ

の
集
團

の
部

分
で
あ

る
。

從

つ
て
肚
会

心
理
学

に
於

て
は
、

或
個

人
の

一
日

の
或
時
間

は
工
場
勢
働
者
若
く
は
学
生

で
あ

る
か
も

し
れ
な

い
。
即
ち
勢
働
者
若

く

は
学
生
集
團

に
所
島
す

る
。
然
し
或
時
間
は
父
親

で
あ
り

、
夫

で
あ

る
か
も
し
れ
な

い
。
即
ち
彼
の
全
事
態

又
は
集
團
が
そ

の
家
族

に
よ

つ
て
表
示
さ
れ

る
。
樹
ほ
他

の
時
間

に
は
、
ク
ラ
ブ

の
成
員
若
く

は
政
窯

の

一
員
で
あ

る
か
も
し
れ
な

い
。

維
濟
的
行
動
の
心
理
學
的
分
析
に
關
す
る
基
本
的
問
題
の
考
察
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第
四
巻

第
二
號

更

に
異

る
集
團

え
の
所
属

は
異

時
相

に
の
み
制
限

さ
れ
な

い
。
例

え
ば
或
時

学
生

は
彼

の
級
友
集
團

の
成
員

で
あ
り
、
工
場
勢
働
者

は

　

其
艸労
働
者

仲
間

の

一
員

で
あ

ろ
う
。

(
圖
皿

a
)

く

然
し
乍

ら

一
人

の
学
生

は
彼

の
級
友
集
團

に
矯

す
る

の
み
な
ら
す

一
大
学

の
学

生
全
禮

の
集
團

に
膓

し

(
工
場
榮
働
者
は
其

工
場

の
全

勢
働
者

の
集
團

に
薦
し
)
若
く
は
其
國

の
全
学
生
集
團

(
全
榮
働
者
集
團

)
に
属

す
る
。
学
生
、
榮
働
者
も
亦
全
國
民
集
團

に
同
時

に
所

屡
す

る
。
・
(
圖
皿
b
)

更

に
分
割
成
員
性

の
可
能
性
が
あ

る
。
即
ち

一
人

の
勢
働
者

は
同
時

に
其

工
場
集
團

の
成
員

で
あ
り
、
又
他

工
場

の
勢
働
者

を
も
含
む

勢
働
組
合

の
成
員

で
あ

る
か
も

し
れ
な

い
。

(
圖
皿
.
c
)

彼
は
亦
、
別

の
集
團

の

一
員

で
あ
り
乍
ら
同
時

に

一
集
團

の
唯

一
人

の
成
員

で
さ
え
あ
り

う
る
。

(
例

え
ば

彼

が

其

の
家
族

に
就

い

て
、

子
供

の
こ
と
を
作

業
し
乍

ら
心
配

し
て
い
る
場
合
な
ど
)

田

(皿 の

(皿b)

0

(皿c)
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0

集
團

に
於

け
る
成
員
性
は
、
心
理
学
的
意
味

に
於

け
る
所
屡

性
を
意
味
す

る
。
此

の
意
味

で
、
我

々
が

工
場

や
、
学
校

に
於

て
或

課
題

に
没

頭
し
て
い
る
時
は
家
族

の
成
員

で
も
な

け
れ
ば
、
國
民

の

一
員

で
も
な

い
こ
と

」
な

る
。

個

人
は
彼

の
所
屡
す

る
集
團

(
全
艦
)

に
從

っ
て
異

れ

る
役
割
、
機
能
を
有
す
る
。
個
人

が
異

つ
た
集
團
事
態

に
於

て
同
様

に
行
動
す

る

こ
と
は
期
待
出
來
な

い
。
即

ち
全
A

の
部
分
と
し
て

の
x
項
は
、
そ
れ
が
全
B

の
部
分

で
あ
る
時

の

x
項
と
は

通

例

異

る
も

の
で
あ

る
。

一
方
亦
全
A

の
部
分
と

し
て

の
x
項

は
、
全
B

の
部
分

と
し

て
の

y
項
と
等
償

で
あ
り
、
同

一
反
慮
を
抽

出
す

る
か
も
し
れ
な

い
。

x
、

y
の
各
項

は
夫

々
照
明
、
晋
響
、
個

々
人

で
あ
り
得

る
。
全
A

、
全
B

は
個
人
叉
は
集
團

の
知
畳

、
心
理
学
的
場

で
あ
り
得
る
。

爾
事
例
共
、
部
分

の
構
造
的
性
質

は
そ
れ
が
所
屡

す
る
全
艦

の
影
響

を
受
け
、
又
全
髄
は
部
分

の
性
格
と
は
異

る
構
造

的
性
質
を
有

つ
か

も

し
れ
な

い
。

所
屡
す

る
集
團

に
よ

つ
て
個
人
的
行
動

に
差
異
が
あ

る
こ
と
を
論
明
す

る
諸

原
理
中
最

も
重
要
な
も

の
は
、
集
團
内

の
部
分

の
役
割

に

關
係
が
あ
る
。

部

分
は
其

全
腿

の
中
心
的
、
焦
貼

的
存
在

で
あ
り
、
全
騰
夫

れ
自
艦

の
主
要
決
定
要
素

で
あ
る
。
然
L
部
分
は
亦
、
他

の
部
分
や
全
艦

か
ら
獲
出
す

る

の
に
影
響
を
有
す

る
主
膿

で
あ
る
周
邊
的
乃
至
無
意

昧
な
部
分

で
も

あ
り
得

る
。
此

の
原
理
を
肚
会

心
理
学

に
適
用
す

る

場
合

に
先
す

思

い
浮
か

ぶ

の
は
、
指
導
者

と
成
員

と
の
間

の
麗
別
、
並

に
關

心

の
高

い
熱

心
な
成
員
と
唯
偶

々
そ

の
集
團

に
所
属
す
る
威

員

と

の
間

の
匿
別
な
ど
を
考
察
す

る
場
合

で
あ

ろ
う
。

更

に

「
張
力
集
團
」
又
は
個
人
的
行
動
を
服
從

さ
せ

、
そ
れ
が
有
力

な
決
定

子
で
あ
る
様
な
集
團
事
態

が
あ

る
。
嬰

は
個
人

が
行
動
す

る

の
で
あ
り
、
集
團

で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
然
し
個
人
は

一
個
人
若
く

は

「
我

女
」

の
部
分

と
し

て
行
動
す

る
だ
ろ
う
。
集
團

事
態

に
於

て
さ
え
個
人

の
行

爲
は
集
團

に
よ

つ
て
は
僅

か
し
か
影
響

さ
れ
な

い
か
も

し
れ
な

い
。
個
人
申

心
的
行
動

と
我

々
中

心
的
行
動

コ
ン
フ
リ

ク

ト

噂
と
は
異

り
、
爾
者
間

の

葛

藤

の
可
能
性
が
あ
る
。
又
個

人
的
興
味

の
追
求

が
動
機
型

の
唯

一
の
形
式

で
も
な

い
し
、
必
す

し
も
動
機

の

経
濟
的
行
動
の
心
理
學
的
分
析
に
關
す
る
基
本
的
問
題
の
考
察
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第
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巻

第
二
號

基
本
的
様

式

で
も

な
い
。

「
我

々
事
態

」

に
於

て
は

「
集
團
力
」
乃

至

「
集
團
動
機

」
に
就

い

て
語

る
こ
と
が
出
來

る
。

(
集
團
は
動
機

を
有
た

な

い
が

、
集
團

成

員
は
動
機
を
享

有
す

る
。

)
個

人
と
集
團
と

の
意
識
的
同

一
視

は
、
斯
か

る
力

の
作
用

の
結
果

で
あ
る
。

集
團
行
進

し

て
い
る
兵
士
は
自

己
を
他

の
兵
士

と
意
識
的

に
同

一
覗

す
る
必
要
は
な

い
。
而

も
樹

ぼ
彼

の
行
動

は
集
團
決
定

さ
れ

る
だ

ろ

う
。

同
様

に
消
費
者

の
購
買

、
實
務
者

の
憤
格
附

け
は
集

團
同

一
親
及
び
模
倣

の
な

い
集
團
中

心
的
行
動

で
あ
ろ
う
。
模
倣
及
び
暗

示
は
集

ヘ

ヘ

ヘ

へ

團
事
態
及
び
集
團
結
合
を
補
強

ず
る
裏
象

で
あ
り
、
集
團

え
の
所
薦

や
我

々
行
爲

に
必
要
な
條

件

で
は
な

い
。

他
方
同

一
集
團

え
所
屡

せ
る
各

人

の
動
機

の
補
張
-ー

「
肚
会
的
助
勢

」
ー

は
相
互
人
格

的
行
動
と
同
様

に
纏
濟
事
象

に
於

て
も
認

め
ら
れ
よ
う
。

尚
ぼ
所
屡

集
團

の
他

に
各
個

人
が
そ

こ
か
ら
行
動

の
基
準
を
抽

出
す

る

「
關
係

集
團

」
が
あ
る
。
人
は
其

集

團

の

成
員

で
は
な

く
て

も
、
行
動
を
或
集
團

の
行
動
と
關
係
附

け

て
測

定
す

る
も

の
で
あ
る
。

又
個
人

に
よ
つ
て
知
畳

さ
れ
た
も

の
と
し

て
の

一
集
團

事
態

は
其

集
團

に
所
馬

し
て
い
な

く

て
も
其
態
度

を
決
定

す

る
。
集
團
凝

集
及

び
集
團
中

心
的
力

は
、
通

例
面
封
面
的
事
態

と
稽

さ
れ

る
も

の
に
於

て
結
合
さ
れ

て
い
る
相
互
關
聯

的
成
員
を
以

て
構
成

さ
れ
た
集
團

に

於

て
最
も
顯
著

で
あ
る
。

エ

ゴ

自

己

に
代
り
行

爲
の
主
艦

で
あ
る

「
我

々
」

は
通

例
日
常
生
活

に
於

て
聯

合

さ
れ

て
い
る
小
集
團

で
あ

る
。
-

家
族
、
勢

働
仲
間

、

同
業
者
な
ど
ー

-
撞
大
さ
れ
た
集
團
は
そ
れ
が
實
在
す

る
に
せ
よ
、
想

像

に

の
み
存
す

る

に
し
ろ
、
集
團
感
畳

、
集
團
行
爲

に
封
し
殆
ん

ど
傳
導

は
な

い
。

場

心
理
学
、
杜
会
心
理
学

の
根
本
課

題
は
所
與
全
事
態

の
研
究
を
要
請
す

る
。
全
事
態

は
必
す

し
も

、
所
與

の
瞬
間

に
生
起
し
た
全
て
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を
含

む
も
の
で
は
な

い
。
私
が
帥労
働
組
合
員

で
あ
る
事
態

は
一
私

が
何
等
か

の
方
法

で
行
爲
し
た
場
合

に
の
み
私

の
場

に
入
り
込
む
場
合

も

あ
り
、

入
つ
て
來
な

い
か
も

し
れ
な

い
。

全
膿
は

「
園

み
」
を
有
す
る
。
そ
れ
は
所
屡
し
な

い
他
項
か
ら

一
様
化

さ
れ
、
描
出

さ
れ

る
様
な
方
法

で
膿
制
化

さ
れ
る
。
同
様

に
或

集
團

ば
他
集
團
か
ら
分
離

さ
れ

る
。
關
聯

す

る
全
艦
質

を
考
慮

す

る
こ
と
は
所
與

の
若

干
の
部
分

や
項

を
記
述
す
る
こ
と
よ
り
も
容
易
か

も

し
れ
な

い
が
、

全
艦

に
よ
る
部
分

の
決
定

の
研
究

や
、
集
團
所
屡

の
分
析

が
困
難

で
あ

る
腱

に
於

て
も

心
理
学
的
分
析

O
方
法
論

が
探

ら

れ
な
く

て
は
な

ら
な

い
。

柴
N

↓
・
寓
・
鼠
o毛
8
日
ぴ
"
も0
8
助巴

℃
竜
o》
o】oαq
団
目O㎝
ρ

註

.

*
戸

圖
工

の
解
答

「
集
團
が
其
下
位
集
團
乃
至
個

々
成
員
と
異

れ
る
其

目
身

の
特
性

を
有
す

る
と

い
う
事

實

の
背
後

に
は
、
分
子
が
其
を
構
成
し

て
い
る
原
予
、

イ
オ

ン
の
特

性
と
は
異

る
特
性

を

有
す

る
と

い
う
事
實
以
上
に
何

ら

の
魔

術
も
な

い
の
で
あ

る
。
」

「
物
理
的
場

に
於

け
る
と
同
様

に
肚
会
的
場

に
於

け

る
力
動
的
全
艦

の
構
造

的
特
性

は

下
位
部
分

の
梅
造
的
特
性

と
は
異

る
。
爾
特

性
が
研
究

さ
れ
な
く

て
な
な
ら
な

い
。
如
何

な

る
場
合

に
或
物

が
如
何
な

る
場
合

に
他

の
物

が
重
要

で
あ
る
か
と

い
う

こ
と
は
、
慮
答

さ
る
べ
き
質

問

に
依

る
。
然

し
其

等

の
間

に
現
實

の
差
異

は
な

い
。
」

哨
此
基
礎
的
読

明
が
受
容

さ
れ
る
な

ら
ぱ
、
集
團
存
在

の
問
題

は
形
而
上

学
的
様
相
を

失

い
、
経
鹸
的
問
題
系

列
に
我

々
は
當
面
す

る
こ
と

」
な
る
。
」

国
.
冒
o詔
ぎ

"
津
8
二
〇話

言

O
門o壱

b
鴇
口
ρき
8
④
HO
心
刈●

【峯
照
文
献
】

経
濟
的
行
勤
の
心
理
學
的
分
析
に
關
す
る
基
本
的
問
題
の
考
察
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四
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過

去

経

験

と

期

待

複

合

的

人

間

行

動

は

牽

習

さ

れ

た

行

動

で

あ

り

、

動

機

、

態

度

、

關

係

枠

、

知

畳

腱

制

の

原

理

な

ど

は

全

て

過

去

維

験

に

依

存

す

る

。

単

脅

と

は

行

動

の

攣

化

の

檬

式

で

あ

る

。

単

習

は

一
般

に

異

つ

た

方

法

で

或

事

を

行

う

際

に

,

其

以

前

よ

り

も

良

好

な

結

果

を

生

む

も

の

で

あ

る

が

、

此

に

は

淋

恥

と

珊

興

σ

二

様

式

が

あ

る

。

、

単

脅

の
二
様

式

に
就

い

て

'

,
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●

問
題
解
決

に
當

つ
て
我

々
は
場
を
再
膿
制
化
す

る
。
即

ち
問
題
が

呈

示

さ

れ

た

場

合

心

理

学

的

場

は
其

の
間

に
間

隙

が

あ

る
圖

カ

も

'
柄
と
問

題

の
爾
部
分
か
ら
成
立
し

て
を
り

、
問
題
解
決

、
解
式
焚

見
は
、
其
間
隙

を
詰

め
る
こ
と

に
よ
つ

て
齎

ら

さ
れ
る
。

一
般

に
理
解

は
部

分

の
再
髄
制

化
か
ら
成

立
し

て
い
る

の
で
こ
の
聞
隙

が
詰

め
ら
れ

る
。
理
解
を
通

し

て
全
膿

に
統

合
さ
れ
た

場
を
獲
ち
得

る
の
で
あ

る
。
部
分
は
新
し
く
統
合

さ
れ

π
場

の
内

に
於

け
る
役
割
と
機

能
と
か
ら
成
立
し

て
い
る
新

し

い
意
昧
を
取
得
す

る
。

從

つ
て
学
習
は
或
場
合

に
は
場

の
再
膿
制

化

に
よ
る
新

意
味

の
嚢
見
か

ら
成

立
し
て
い
る
と

い
え

る
。
例

え
ば

「
個
人

の
所
得
税

が
翌

年
引
上
げ
ら
れ

る
と

し
た
ら
、

一
般
物
慣

に
影
響
を
及
ぼ
す

で
あ
ろ
う
か
。
償
格

に
差
異
を

つ
け
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
」
と

い
譜
ワ
問

い
に

封

し
て

ω

物
債
は
影
響

を
受

け
な

い
で
あ
ろ
う
。

…凶

物
償
は
上
昇
す

る
で
あ
ろ
う
。

團

物
償
は
下
落
す

る
で
あ
ろ
う

。

と

い
う

三
種

の
回
答

が
得
ら
れ
た
と
す

る
と
、
第

一
の
回
答

に
於
℃

は
税
金
引

上
げ
と
慣
格
運
動

の
二
概
念
間

の
關
係
を
見

て
い
な

い
。

第

二

の
回
答

に
於

て
は
或

人
は
税

金
は

コ
ス
ト
で
あ

る
と
云
う
。
即
ち
賃

金
が
上
昇
す

れ
ば
そ
れ

は
生

産
原
慣

で
あ
る
か

ら
償
格

は
引

上
げ
ら

れ
る
。
同
様

の
こ
と
が
税

金
引
上
げ

の
場
合

に
も
生
す

る
で
あ
ろ
う
と

い
う

の
で
あ

る
。

最
後

に
或
人

は
消
費
者

の
手
中

に
あ

る
購
買
力

の
槻
鮎
か
ら
質
問
を
考
え
、
よ
り
高

い
所
得
視

は
浪
費
額
を
減

す
る
で
あ
ろ
う
と
結
論

す

る
。

同

一
質
問

に
封
す

る
解
答

と
し

て
、
理
解

不
足

(第

一
答

)
、
誤
解

(
第

二
答

)
、
正
解

(
第
三
答
)
、

の
三
種
あ

る
こ
と

」
な

る
。

理
解

不
足
は
軍

に
二
経
験
間

の
關

係
が
な

い
こ
と

に
起

団
す

る

の
み
な

ら
す
、
経
験
が
其
位
置

を
見
出
す
枠
組

が
な

い
こ
と

に
由

る
。

25

然

し
こ

の
理
解

不
足
は
以
前

に
關

係
附

け
ら
れ
な
か

つ
た
項
を
同

曲
文
脈

の
完
全
な
部
分
と
し

て
見

る
こ
と
に
よ
り
克
服
さ
れ

る
。
賃
金

輕
濟
的
行
動
の
心
理
學
的
分
析
に
關
す
る
基
本
的
問
題
の
考
察

馬
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聲

商

學

討

究

第
四
巻

第
二
魏

値
上
げ
と
税

金
引
上
げ

の
間

の
相
似
'性

の
み
を
見

る
解
答
者

は
、
懸
答

え
の
不
適
切
な
關
係
枠
を
有

つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
高
賃
金
が
購

買
力

の
増
大

に
基
因

し
、
高
所
得
税

は
反
劉

効
果
を
有
す

る
で
あ
ろ
う

に
、
要
す

る
に
彼

等
は
問
題

の
申

心
で
あ

る
非
相

似
性
を
見

て

い

な
い

の
で
あ
る
。

誤
解

は
見
掛
け
上

の

一
様
化
し
た
枠
組

が
存
す

る
に
も
拘

ら
す
構
造

的
明
確
性
が
欠

け

て
い
る

こ
と

に
よ

つ
て
特
徴
附
け
ら
れ
る
。
即

ち
部

分
相
互

の
關
係
が
明
確
化
さ
れ
な

い
で
、
各

部
分

は
固
定

さ
れ
す

、
闇
隙

、
未
解

決
問
題

が
そ

の
ま

製
淺
存

し
て
い
る

の
で
あ
る
。

税

金
引
上
げ
と
償
格

蓮
動

が
有
効
な
購
買
力

の
文
脈

の
内

に
見

ら
れ
る
場
合

に
は
、
そ
れ
ら
は
・關

係

附

け
ら

れ
て
い
る
ば
か
り
で
な

く

、
意
昧
や
相

互
關
聯

性
が
適
切

に
定
立
さ
れ

て
い
る

の
で
あ

る
。

こ
の
關
係
枠

の
内

で
税

金
引
上
げ

の
概

念
は
浪
費
減
少

の
意
味

に
理

解

さ
れ
る

の
で
あ
る
。

正
解

は
間
隙

が
埋
め
ら
れ

る
様

な
方
法

で
全
資

料

の
統
合
を
必
要

と
す

る
。
充
分

に
理
解

さ
れ

る
爲

に
は
、
問
題
や
経
験

は
適
當
な

一

貫
し
た
文
脈
と
そ

の
内

で
文
脈

が
明
確
化

さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
役
割
と

に
適

用
さ
れ
な
く

て
は
な
ら
な

い
。
こ

の
事

は
同

一
問
題
が

異

つ
た

理
解

方
法
を
有

つ
場
合

に
於

て
も
有
効

で
あ
る
。

行
動

の
攣

化

は
場

の
再
艦

制
化
を
通
じ

て
起

る
。
同

一
問
題

や
事
態

の
反
覆

は
過
去
維
験

を
繰
り
返
す
場
合

の

一
型
に
過
ぎ
な

い
。
我

々
は
以
前

と
類

似
し

て
い
る
と
見
倣

さ
れ

る
多
く

の
事
態

に
於

て
行
動
を
反
覆
す

る
。
知
識

や
過
去

経
験

の
利

用

が
屡

々
あ

多
が
そ
れ
が

適

切

で
あ

る
場
合
も
、
そ
う
で
な

い
場
合
も

あ
り
う

る
。

叉
私

が
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

の
S

の
字

の
場

所
と
、
T

の
字

の
場
所
を
学

脅
し
、
或
種

の
運
動

と
其
結
果
と

の
聞

の
結
合

を
形
成
す

る
。
・

こ
の
結
合
を
反
覆
す
る
こ
と

に
よ

つ
て
、
理
解

な
く
し

て
私

は
或
事
を
学
脅

し
得
る
。
同
様

に
電
話
番
號

を
学
脅

し
暗
記
す

る
こ
と
が
出

來

よ
う
。
即
ち
新
し

い
項
叉
は
反
慮
を
古

い
項

叉
は
刺
戟

に
附
着
せ

し
め
る
こ
と
は

一
種

の
学
習
法

で
あ

る
。

脅
慣

的
、
常

規
的
行
動

は
軍

に
反
覆

に
よ
る
学
習
結
果

で
あ

る
場
合
も
あ

る
し
、
叉

一
事
態

か
ら
全
事
態

え
そ

の
固
有

の
文
脈

に
於

て

160
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「

充
分

理
解
さ
れ

て
い
る
原
理
の
繰
り
返
し
か
ら
成
立
す

る
場
合
も
あ

る
。
即
ち
習
慣

は
二
方
法

に
よ

つ
て
形
成

さ
れ
る
。

然

し
行
動
、
試
行

の
全
経
過

が
行
動

の
補

強
に
適

切
な
も

の
で
も
な

い
。
試
行

は
そ
れ
が
効

果
的

で
あ
る
爲
に
は
、
成
功
的
乃
至
報
酬

的

で
な
く

て
は
な
ら
な

い
。
報
酬
及
び
成
功

は
行
動

記
標

に
と
り
必
要
な
動
機
的
條

件

で
あ

る
。

逆

に
習
慣

は
、
習
慣

的
行
動

が
無
報
酬

と
な

つ
た
場
合

(
若
く

は
罰

せ
ら

れ
る
場
合
)

に
は
破

れ
る
。
事
態

が
痩

化

し
た

の
で
、
脅
慣

的
反
慮

を
反
覆
す

る
誘
因

が
な

い
か
ら

で
あ

る
。
或
場
合

に
は
脅
慣
的
行
動

が
最

早
適
切

σ
は
な

い
こ
と
を
理
解
す

る
か
ら

で
あ
る
。

何
時

、
如
何
な

る
環
境

下
に
於

て
我

々
は
習
慣
的
乃
至
以
前
と
同
様

に
行
動

す

る
の
か

。
叉
如
何
な

る
場
合
に
當
面
す

る
問
題

の
理
解

や
解
決

に
到
達

し
よ
う
と
試

み
る

の
か
。
此
等

の
問

い
え

の
解
答

が
経
濟
的
行
動

の
分
析

え

の
有
力
な

手
掛
り
を
與

之
る
。

問

題
解
決

の

一
つ
の
明
確
な
條
件

は
、
我

々
は
問
題

が
存
在
す

る
こ
と
を
見
出

さ
な
く

て
は
な
ら
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

叉
人
間

は
≧
艦

的
に
は
敏
種

の
可
能

性

が
開
放
さ
れ

て
い
る
十
宇
路
事
態

に
立

た
さ
れ

て
い
る
場
合
が
多

い
。
更

に
異
種
、
異
常

の
課

へ

も

題

に
關
係
せ
し

め
る
強
力

な
動
機

的
力
を
現
は
す
緊
張

が
存
在
し
な
く

て
は
な

ら
な

い
。

事
態

は
そ
れ
が
客
親
的

に
は
新

し
い
も

の
で
も
、
何

か
親

し
み
易

い
蒼

い
特
徴
を
以
て
現
れ

る
も

の
で
あ
り

、
我

々
は
多
く

の
事
態

に

於

て
蕉

い
、
よ
く
知
ら

れ
た
、
よ
く
槍
誰

さ
れ
た
反
慮

の
可
能

性
を
認

め
る
。
自
働
的

に
用

い
う

る
最
も
安
易
な
方
法
は
、
類
似
事
態

に

於

て
以
前

に
行

つ
た
ど
同
様

の
こ
と
を
行

う
こ
と

で
あ

る
。
其

の
反
懸

に
定
着
し

て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
が
新

事
態

の
要
請

に
劉

し

て

正

し
い
も

の
で
あ

る
か
ど
う
か
を
研
究
す

る
こ
と
な
く
し

て
、
我

々
は

一
つ
の
原
理
を
適

用
し
た
り
、
脅
慣
的
反
鷹

を
繰
り
返
す
も

の
で

あ

る
。

27

眞

正
決
定
及
び
脅
慣
的
行
動

眞

正
決
定
は
新
事
態
及
び
問
題
解
法

の
知
畳

を
要
求
し
、
薪

方
法

で
事
態

に
懸

す
る
様

に
導

い
て
行
く
。
脅
慣

的
行
動

は
寧

ろ
共
通

で

繹
濟
的
行
動
の
心
理
學
的
分
析
に
闘
す
る
基
本
的
問
題
の
考
察
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あ
り
、
我

々
は
類
似

專
態

に
於

て
は
且

て
行

つ
た
様

に
行

う
。
眞

正
決
定

に
於

け
る
場
合
と
そ

の
心
理
学
的
過
程
は
異

る
も

の
で
あ

る
。

此
等
行
動

の
二
型
聞

の
差
異

は
行
爲

の
柔
軟

性
と
硬
直
性

の
問
題

に
關
聯

し
て
も
指
摘
さ
れ
よ
う

。
償
格
設
定

の
多
く
め
檬
式

は
硬
直

的
行
動

と
し

て
表

示
さ
れ

る
。
此
等
は
常
規

的
行
動

で
あ
り
屡

々
反
覆

さ
れ

る
。
こ
れ

に
樹
し
柔
軟
性
は
場

の
再
艘
制
化
、
新

に
獲
得

さ

れ
た

理
解

に
照
ら

さ
れ

る
行
動

と
し
て
定
義

さ
れ
よ
う
。
又
合
理
的

、
非
合

理
的
行
動
と

い
う
言
葉

が
屡

々
目
的
的

、
理
解

的
行

動
と
感

惰

的
、
偶
然
的
、
非
理
解

的
行
動
と

の
匿
別

を
表
示
す

る
爲

に
用

い
ら
れ

る
が
、

心
理
学
に
於

て
は
最
経

的
に
理
解
不

可
能

で
あ
る
様
な

行
動

は
承
認

さ
れ
な

い
。
從

つ

て
合

理
的
行
動

の
概
念
が
持

ち
う
る
唯

一
の
意

味
は
異

れ
る
二
者
揮

一
的
行
動
経
過

の
或
種

の
原

理
に
よ

る
計
量

及
び
其
間

の
選
定

と
し

て
の
記
述

に
某

い
て
い
る
。
此
記
述
は
其

事
態

の
要
求
に
よ
つ
て
決
定

さ
れ

る
眞
正
決
定
形
成

の
記

述
と

の

一
致
が
と
ら

れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
從

つ
て
機
械
的
、
常
規

的
、

反
覆
的
行
動

と
劉
比
さ
れ
る

が
、
此
等

の
中
間
的
行
動
も
充
分
存
在

し
う
る
。

人
聞
行
爲

の
柔
軟
性
は
新

條
件

の
主
膿
的
實

現
化

の
機
能

で
あ
り
、
硬
直
性
は
實
現
性

に
欠

け
た
機
能

で
あ

る
。
從

つ
て
實
務
生
活

の

行
動

を

理
解

す
る
爲

に
は
、
常

規
的
、
習
慣

的
行
爲
と
眞
正
決
定

を
行
う
爲

め
の
此

種

行

爲

の
断
念

の
双
方
を
研
究
し
な
く

て
は
な
ら

ぬ
。
脅
慣

的
行
動
が
余

り

に
も
頻
繁

に
現
は
れ

る
爲

め
、
實
務
的
活
動
が
攣
化
す

る
條

件
之
の
持
績
的
適
慮
過

程
と

し
て
見
倣

さ
れ
得
な

い
場
合
が

%
い
。

162

見

込

と

期

待

も

も

眞

正
決
定

形
成

の
理
解

に
は
期
待
と

い
う
心
理
単
的
概
念

を
考
慮

す

る
必
要

が
あ

る
。
反
懸

を
決
定
す

る
の
は
現
在

の
所
與

と
し
て
の

も

 

場

で
あ
る
。
媒
介
攣
敏

は
そ

の
瞬
間

の
場
的
構
造

に
存

在
す

る
も

の
と
し

て
の
動
機

、
態
度

、
關
係
枠
か
ら
成
立
し

て
い
る
。
然
し
過
去

経
験
は
場

の
構
造

に
影
響
を
與

え
、
屡

女
其
構
造
を
決
定

す
る
。
我

々
は
常
時
見

込
を
有

つ
て
を
り
、
見
込
は
前
方
と
後
方

に
伸
び

て
を
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り
、
所
與

の
瞬
間

の

「
生
活
察
間
」
は
過
去

経
瞼
と
現
在

の
知
畳

並

に
未
來
え

の
態
度
を
包
む
。
個

八
及
び
集

團

の
現
在

の
心
理
学
的
場

は
期
待

、
願
望
、
計
書
、
恐
怖
そ

の
他

の
多
く

の
前
覗
的
態
度
を
含
む
。
期
待

は
行
動

を
形
成
す

る
態
度

の

一
種

で
あ

る
。
我

々
の
記
億

は
選
揮
的

で
あ

る
か
ら

、
我

々
の
關
係
し
た
過

去
経
験

の
全

で
が
所
與

の
瞬
間

に
影
響
を
有

つ
と
は
限
ら
な

い
。
或
場
合

に
於

て
は
我

々

の
見
込
が
著

し
く
後
退
し

て
を

り
、
叉
或
場
合

に
は
類
似

の
近
時
結

果
が

一
掃

さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ

る
。
見
込
が
前
方

に
展
開

さ
れ

て

い
る
場
合

に
も

い
ろ
く

差
異

が
あ

る
。
我

々
が
唯
其
瞬
聞

に
生

き
、
願
望
と
か
期
待
が
効

果
的
役
割

を
捲
は
な

い
場
合
も
あ
る
。

近
接
事
態
・

極

め
て
近

い
未
來
を
も
含
ん

で
i

-
の
嬰
求
が
事
攣

に
於
け

る
行
爲

を
形
成
す

る
。

一
般

に
債
格

設
定

、
契

約

に
於

て
は
遠

い
未
來

の
こ
と

も
充

分
.考

慮

す

る

で
あ

ろ

う
。

も

も

見

込
が
遙
か
未
來

に
展
開

し

て
い
な

い
事
例

に
於

て
は
期
待
が
重
要
と
な
る
。

で
は
其

生
起
を
期
待
す

る
こ
と
が
ど

の
様

に
し
て
現
在

の
我

々
の
行
動

に
影
響
を
有
ち
う
る
か

。
叉
ど

の
様

に
し
て
期
待

は
形

作
ら
れ

る
か
と

い
う

こ
と
が
問
題

と
な

つ
て
來

る
。

期
待

の
研
究
は
学
習

心
理
学

の
課
題

で
あ

る
。
期
待

は
行
動

の
生
得
的
、
本
能

的
様
式

で
は
な
く

て
寧
ろ
経
験

の
結
果

で
あ

る
。
從

つ

て
こ
れ
は
学
習

の
論
明
原

理
で
あ
る
反
覆
乃
至
理
解
、
或

は
其
双
方

に
ょ

つ
て
読
明

さ
れ
得
よ
う
。

反
覆

に

の
み
基
く

理
論

に
於
て
は
、
且

て
生
起

し
た

こ
と
が
起

る
こ
と
を
期
待
し
、
過
去

経
験

の
頻
度

つ
補
強
敏
)
が
期
待

の
強
度
を

決
定

す

る
。
例

乏
ば

a
-
b
I

c
-
d
連
綾
を
数
度

維
験

し
、

a
i
b
が
再
度
生

じ
た
と
す
れ
ば
、

c
-
d

が
こ
れ

に
後
績
す

る
こ
と
を

期
待

す
る

で
あ
ろ
う
。
而

し
も
つ
と
頻
繁

に
其

連
績

を
維
験
す

る
な
ら

ば
、

c
-
d

が
後
績
す
る

こ
と
が

一
暦
確
實
と
な
ろ
う
。

然

し
乍

ら
頻

度

は
或
條
件
ド

に
於

て
の
み
期
待

の
要
因

で
あ

0
、
最
強

の
而
も
最

も
影
響

力
を
有
す

る
期
待

は
理
解

に
於

て
生
れ
る
。

心
理
学
的
實
験

に
於

て
新
し

い
、
彊
力
な
期
待

は
罷

系
的
な
、
充

分
理
解

さ
れ
た
知
識

か
ら
抽

出
さ
れ
る
。
質
問

の
解
答

が
暗
記
さ
れ

て
い
る
檬

な
實
験

に
於

て
は
比
較

的
弱

い
、噸
安
定

度

の
低

い
期
待
が
形

成
さ
れ

る
。
期
待

の
強
度

は
、
箪

に
過
去
結
合

の
頻
度

の
函
数

で

経
濟
的
行
動
の
心
理
學
的
分
析
に
關
す
る
基
木
的
問
題
の
考
察
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30

は
な

い
。

若

し
新

理
解
を
齎

ら
す

心
理
学
的
場

の
再
構
造
化
は
比
較
的
稀
な
出
來
事

で
あ
り
而
も
最
も
張
力

な
期
待
が
此
檬
な
再
構
造
化

に
基
因

す
る
と

い
う
こ
と
が
眞
な

ら
ば
、
次

の
様
な
結
果
が
生

す
る
だ
ろ
う
。

ω

新
決
定
を
齎

ら
す
新
期
待
は
實
務
生
活

の
日
常
経
瞼

に
は
あ
り
得
な

い
こ
と

玉
な

る
。
新
期
待

が
生
す

る
、
比
較
的
大
な

る
文
脈

は
頻
繁

に
は
攣

化
し
な

い
か

ら
、
實

務
生
活

が
期
待

の
蓮
績
的
修

正
に
基
因

し
、
そ
れ

に
よ
り
成
り
立

つ
て
い
る
も

の
と

し
て
正
し
く
記

述

さ
れ
る
か
ど
う
か

は
疑
問

で
あ
る
。

.

實
務
的
行
爲
は
期
待
乃

至
期
待

の
憂
化
が
そ

の
決
定

に
殆

ん
ど
如
何
な
る
役
割

を
も
有
た
な

い
と

い
う
意
味

で
常
規
的

で
あ
る
こ
と

玉

な
る
。

図

期
待

が
攣
化
す
る
場

合
は
通
常
根

本
的
、
實
髄
的
に
攣
化
す
る
も

の
で
あ
る
。
よ
り
大
な
る
文
脈

の
再
艦
制
化

の
必
要
は
環
境

に

於

け
る
弱

い
攣
化

の
衝
突

の
下

で
は
惹

起

さ
れ
な

い
。
又
斯
様

な
再
膣
制
化

は
期
待

の
小
さ
な
適
慮

を
齎

ら
相
と
は
し
な

い
。
從

つ
て
實

務
的
決
定

が
新

し
い
期
待

の
出

現
に
よ

つ
,て
な

さ
れ
る
場
合

は
、
根
本
的
攣

化
を
形
成
す

る
様
な

決
定

と
な
ろ
う
。

幟

期

待
が
愛
化
す

る
場
合
は
其
は
多
く

の
個

々
の
實
務
者

に
と

つ
て
略

々
同

時

に
、
同
方
向

に
攣

化
す

る
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
が
推

定

さ
れ
う
る
。
攣

化
し
た

事
態

に
於
け
る
主
艦

的
感
畳

や
思
考

の
再
定

位

の
必
要
性
は
、

一
般
的
政
治

、
輕

濟
、
肚
会

的
成
行

に
依
存
し

よ
う
ρ
從

つ
て
新

決
定

の

一
様
性
若
く
は
相
似
性

は
、
自
働

的
、
模
倣
的
反
懸

を
反
射
す

る
必
要
は
な

い
。
然

し
乍

ら
そ
れ
は
、
布
置

に

於
け
る
同
様

の
攣

化
に
封

す

る
多
激
個
人

の
反
慮

の
結
果

で
あ

ろ
う
。

我

々
は
斯
く

し
て
期
待

は
、
稀

に
、
急
激

に
、
同

時
に
攣

化
す

る
傾
向
を
有

つ
こ
と
を
結
論
し
う

る
。

こ
れ
ら
の
假
定

の
例
誰

は
償
格

統
制
下

の
行
動

の
研
究
か

ら
抽
き
出

し
う

る
。
即
ち

・
ω

實
務
者
は
或
時
期

に
の
み
明
確
な

償
格

、
販
費

、
利
潤
期
待

を
有

つ

て
い
る
。
常

時

で
は
な

い
。
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図

新

期

待

が

生

れ

た

時

は

、

通

常

定

位

の
急

激

な

攣

化

を

示

す

。

個

斯

か

る
再

燈

制

化

は

實

務

者

の
中

に
同

時

に

、

實

務

操

作

の

〃
雰

園

氣

汐
と

か

〃
風

土

〃
を

形

成

す

る

。

不

確

定

は

明

確

な

期

待

の
な

い

こ

と

を

現

は

す

。

即

ち

ど

の
方

向

に

明

確

な

蓮

動

が

起

る

か

と

い

う

如

何

な

る

理

由

を

も

見

出

せ

な

い

こ

と

を

意

味

す

る

。

然

し

乍

ら

不

確

定

は

叉

未

來

の

偶

然

性

、

不

利

釜

な

嚢

展

え

の

恐

怖

や

明

か

に
不

利

な

期

待

と

の
關

係

を

意

味

す

る

。

こ

の

意

味

で

は

不

確

定

は

確

信

の
欠

如

を

示

す

も

の

で

み

る

。

從

つ

て

明

確

な

期

待

の
存

在

が

決

定

さ

れ

た

後

に

於

て

の

み

、

期

待

の
文

脈

を

研

究

す

る

こ

と

が

効

果

的

で
あ

る

。
常

規

的

行

動

や

明

確

な

期

待

の
存

在

し

な

い
場

合

に

起

る
實

務

政

策

の
硬

直

性

は

、

或

條

件

下

で

は

決

定

的

で
あ

り

、

或

條

件

下

で

は

適

切

な

も

の
と

な

る

。即

ち

斯

か

る
行

爲

が

必

要

で

あ

る

こ

と

を

知

ら

な

い

で

、

必

要

な

行

爲

が

機

先

を

制

せ

ら

れ

る

な

ら

ば

そ

れ

は

決

定

的

で

あ

ろ

う

。

又

「
未

來

は

不

確

定

で

あ

る

」

と

い

う
感

畳

が

輩

に
麗

々
は

明

確

な

期

待

を

持

ち

得

な

い

し

、

亦

必

要

と

も

し

な

い
と

い

う

こ

と

を

意

味

し

、

生

活

の

脅

慣

的

方

法

を

以

て

、

そ

れ

を

信

頼

し

前

進

す

る

こ

と

が

出

來

る
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